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読者 の みお まさ ざま べ 


な 動物 か 登場 し ます 動物 を 機械 的 

に 五 十 音 順 に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 
統 だ っ た 分 類 に 従っ て われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 堪 数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 ( 2 ), 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64), 奄 虫 ・ 両生 類 (16): 魚類 (16), 軟体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 腔 腸 動物 な どの 無 脊 椎 
動物 (32)。《1 一 64 号 の 内 窒 は 表 3 参照 》 
総 目次 と 総 索 引か が つき ます 見 て , 読ん 
で ,。 楽 しむ“ 百科?" と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る “事典” と し て の 機能 を 完全 に す 
る だ め , 16 司 ご と ど 選 その 総 目 次 を つけ ,。 また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 引 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動物 が すぐ 引き た (Sg 
『 私 た ちの 仲間 」 の ベ ページ スー ペー 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 
第 一 線 動物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 また 動物 週刊 誌 ” と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 , 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て きだ 寺 きい.。。 全 192 紅 
を , 発行 順に 16 民 ず つ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に . と じ こ ん で くだ さい 。 
堅 年 で 豪華 な , 全 12 巻 の “動物 百科 事典 ” が 
そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バ パック ナン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 選 つい で 』i2E ら ん くだ さい 8 
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玉 例 

本 文中 〔 〕 を 使っ た 
加 し た 説明 で ある 。 
くわ し い 注 釈 が 必要 な も の に は , その 語 の あと に 
〔 注 1 〕 と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲間 』 第 27 ペ ー 
ジ に , 同 番号 で 記載 し た 。 

動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学 名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
Bb だ 。 

和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 

和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マンシ). を 祭 記 た 。 

人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 
た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 





た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
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私 た ちの 仲間 


だ れ の た め の 鳥 獣 保護 法 な の か 


| 
自然 保護 の 問題 点 3 同 二 本 





どん べ え が わが 手 に 
En の を 2 ら ペ の イン シン (112 


畑 正憲 





フリ ー セ ックス に も ルー ル が ある 
も う ひ と つの 世界 io グル ー プ ・5 プ ラス 1 


擬人 化 は むず か し い 


塚 治 忠 
漫画 の 動物 た ち 手塚 沿 





解説 ・ 注 


価 1 て 放 
日 本 の ネズ ミ 1 員 四 失 穫 





タラ を 追う 北洋 独 航船 
野生 動物 こん に ち は 10 
漢字 の ふる さと 9 
員 (ね ずみ ) 


堂 明 保 





と の 動物 が 人 間 に 近 いか 八 杉 龍一 29 





動物 写真 の ポイ ント |3 
魚 ば か り に 気 を と られ る な 


ペッ ト 相 談 室 ・ 裏 表紙 説明 ・ 仲 間 の ひろ ば 


田中 光 常 


本 誌 の 購読 に つい て 
本 誌 は , 全国 の 書店 , 朝日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 
毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の , 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 
な お , 本 社 直 接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出版 業務 部 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 
大 阪 只 半 上 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小 倉 区 砂津 〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1ー3 一 3 〒〒460 TELO52 一 231 一 8131 





私 た ちの 仲間 
な せ 自 然 を 保護 し な けれ ば な ら な いか 


自然 保護 の 問題 点 4 山下 勝利 ・ 
恐竜 か ら 生 まれ た 怪獣 だ が 手塚 治 下 
お まえ の 名 は どん べ え 畑 正憲 
ヒグマ と 2 人 の イノ シシ 13 
大 きい 相手 は , や は りこ わい G. 5 プラス 1 
も う ひ と つの 世界 11 
漢字 の ふる さと 10 藤堂 明 保 
動物 写真 の ポイ ント 1I4 田中 光 常 
海 の キ ャ ング に 挑戦 する サメ 研究 所 
野生 動物 こん に ち は 11 
アマ ゾン 川 の 怪 魚 ・ 珍 魚 保田 正人 





ぐ ⑥ 1971 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue japonaise・ Librairie LAROUSSE, Paris RIZZOLI EDITORE, Milan. 
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だ れ の た め の 伺 獣 保護 法 な の か 


自然 保護 の な か で も も っ と も 基本 的 な 
問題 の 1 つ で ある 鳥獣 保護 に 関し て は 、 
狩猟 家 た ちこ そ が いち ば ん 熱心 に や っ て 
いる と いう 意見 が ある 。 

それ は 、 和 狩猟 家 た ち が 猟 区 に は いる た 
め に 支払 う 入 猟 税 が 各地 方 自治 体 の 島 
獣 保護 費 に 当て られ て いる こと を 指摘 し 
た も る の だ が この 論法 で いく と , 競輪 狂 
い の 親 不 孝 が 、 伏 老 院 建設 に も っ と も ゃ 頁 
献 し て いる こと に な る 。 

鳥獣 保護 の 最大 の 敵 は 狩猟 家 の 存 在 
だ , と きめ つけ る 意見 に も 必ず し ちゃ うな 
ず け な い が 、 こ うし た 両極 端 の 意見 が 出 
る の は , 自然 保護 に 対す る 考え 方 が 、 各 
組織 、 予算 、 法 隼 な どの 面 で を きわめて あ 
いま いな こと か ら 起 こっ て いる の だ 。 

今回 は 、 鳥 獣 保護 法 を 中 心 に 、 法 令 か 
ら み た 自然 保護 に つい て 考え て みた い 。 


鳥獣 絶 減 の 育 景 を みる と 


現在 , 自然 保護 に か か わり を も つ 法 健 
は , 石神 甲子 郎 氏 (日 本 自然 保護 協会 常 
務 理 事 ) の 研究 に よる と 、 総理 府 所 管 の 
稚 光 基本 法 を は じ め と し て , 56 も ある 。 
(次 上 買 の 表 参 照 ) 

数 か らい えば た い へ ん な も の だ が ,. こ 
れ ら の 法 が すべ て 自然 保護 、 環境 保全 の 
立場 か ら 作 られ た も の か と いう と , そう 
で は な い 

むし ろ 、 開発 整 備 を 本 来 の 目的 と し な 
が ら 、 そ の 一 部 に 保護 の た め の 条 文 が は 
いっ て いる に すぎ な い 。 

その うえ , 1 本 の 樹木 を 例 に と っ て 
る, 「 都市 の 美観 風致 を 維持 する た め の 
樹木 の 保存 に 関す る 法律 」 で は 当然 守ら 
れる べき 事項 で あっ て も 、「 国土 総合 開 
発 法 」「 首都 圏 整 備 法 」 な どの 立場 か ら 
は バッ サリ と いう 結果 に な りか ね な い 。 
法 の 施行 者 が 変わ れ ば , 自然 保護 に 対す 
る 姿勢 も あっ さり 変わ っ て し まう わけ 
AS 

これ は , 関連 する 法律 が 56$ あ りな が 








山下 勝利 





和 約 だ の の 伸 請 








大 草原 で ゆう ゆう と 草 を 食べ る ウシ カモ シカ の 群れ この よう に 恵まれ た 自然 の 姿 は 日 本 で は 見 られ な い (タン ザ ニ ア ・ ゴ ロン ゴロ で ) 


ら 、 肝 心 な 自然 保護 法 と いう 、 1 本 に ま 
と まっ た も の が な いか ら で あ る 。 

こう し た 姿勢 は 、 現 在 の 教育 の 場 に も 
あら われ て いる 。 全国 862 の 大 学 に お い 
て 、 自 然 保 護 講座 を 設け て いる の は 、 東 
京 農工 大 た だ 1 校 だ け と いう 事実 が それ 
で ある 。 

さて , 本 題 の 鳥獣 保護 だ が ,、 これ を 規 
制す る に は 「 鳥 獣 保護 及 和 狩猟 に 関す る 法 
健 」 と 「 文 化 時 保護 法 」 の 2 つが ある 。 
「 鳥獣 保護 及 狩 猟 に 関す る 法律 」 は , 明 
治 25 年 に 制定 され た 狩猟 規則 が その 前 身 
で ある が 、 明治 維新 か ら こ の 規則 制定 ま 
で の 25 年 間 が 、 鳥獣 保護 に と っ て は まさ 
に 痛恨 の 25 年 で あっ た と いわ れる 。 

徳 府 の 月 壊 と 大 名 制 の 撤廃 に より 、 こ 
れ ま で 管理 され て きた 猟 区 ・ 禁 猟 区 の 制 
限 が 消失 し て し まい , 狩猟 は まっ た く の 





野放し に な っ て し まっ た 。 今 まで 禁猟 で 
あっ た ツル , コウ ノ ト りな ど ま で , だ れ 
で も か っ て に 撃つ こと が で き 。 それ を 取 
り 締まる 規則 は 、 明 治 25 年 に な る まで で 
き な か っ た の だ 。 新 政府 の 失政 の 1 つ で 
あり 、 日 本 の 鳥獣 絶滅 の 端緒 は ここ に あ 
る 


保護 法 は で きた けれ ど 


狩猟 規則 は , 大 正 7 年 に 狩猟 法 と し て 
施行 され た が 、 こ れ は あく まで も 狩猟 家 
を 中 心 に 考え た 法律 で あっ た 。 昭 和 38 年 
に な っ て 、 はじめ て 鳥獣 の 保護 こそ 狩猟 
家 に 優先 する べき だ と いう 考え か ら , 
「 和 鳥獣 保護 及 狩猟 に 関す る 法律 」 と し て 
改正 され た 。 

し か し 、 基 本 的 に は 鳥 鹸 保護 を うた っ 
て いな が ら ゃ 、 必ず し ゃ も その 精神 が 法 の 





すみ ずみ まで に 徹底 し て いる と は 思わ れ 
な い 。 

まず 、 第 1 条 か らし て そう だ 。『 本 法 
は 鳥獣 保護 事業 を 実施 し . お よび 狩猟 を 
適正 化す る こと に 依り 、 伺 上 の 保護 区 
殖 , 有害 鳥 油 の 駆除 、 お よび 危険 の 也 防 
を 図り , 以 て 生活 環境 の 改善 、 お よび 農 
林 水 産業 の 振興 に 資す る こと を 目的 と 
す 』 と ある 。 

鳥獣 の 保護 を , 第 一 義 と する の で は な 
く 、 それ に よっ て , 人 間 生 活 の 役 に た つ 
環境 づく り と 、 農林 水産 業 を 促進 し よう 
と いう の だ 。 

これ を も ゃ も っ と 具体 的 に 示す 部 分 が あ 
る 。 第 8 条 の 2 第 5 項 と 6 項 で ある 。 鳥 
貞 保 護 区 内 で , 池 な どの 埋立 て や 立木 の 
伐採 、 工 作物 の 設置 に は , 一 応 農林 大 臣 
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キネ 5 
また は 都 道 府 県 知 事 の 許可 が 必要 だ が 、 
鳥 貴 の 保護 に 支障 の な いも の は 、 この 制 
限 を 必要 と し な いと いう の だ 

池 の 場 合 な ら 、 総 面積 が 1 ヘクター ル 
以下 の 埋立 て 。 立木 な ら 20 バ ー セ ント の 
伐採 、 ま た 、 住宅 の 建設 な ど は 鳥獣 保護 
に 支障 を きた さ な い も の と 規定 され て い 
る 。 さ ら に 大 規模 な 工事 で も , 許可 を 申 
請 す れ ば 必ず 認可 を 受け て いる の が 実 
情 で ある 

これ で は な ん の た め の 保護 区 指定 か わ 
か ら な い 。 そ し て 8 条 の 2 第 7 項 に は , 
保護 区 の 指定 を 受け た た め に 生じ た 損失 
に 対す る , 補償 請求 まで 認め て いる 
民有 地 を 鳥 濁 保 護 区 に 指定 する こと か 
ら , こう し た 条文 が 必要 に な る の だ が , 
保護 区 に 指定 する 上 地 は 、 で きる だ け 公 
有 地 に する べき で は な い だ ろ うか 。 土 地 
所 有 者 の お も わく を 気 に し な が ら 、 じ ゅ 
うぶ ん な 保護 策 が と れる は ず が な い 
また , 第 1 科 の 4 第 4 項 に は 、 狩猟 島 
獣 の 種類 を 決め た り 、 捕 獲 扶 止 と する 場 
合 は 、『 公 聴 会 を 開き 、 利 害 関係 人 の 意 
見 を 聞き 』 と いう 条文 が ある 。 こ れ な ど 
も 、 人 間 の 利害 関係 を 優先 し て いる 1 例 
で ある 。 鳥獣 自身 に と っ て の 利害 な ど 
は , 一 願 だ に され て いな い の だ 
猟 区 の 問題 に し て も , 現在 殺 猟 区 と さ 
RG iA 
・ 農 林 大 臣 指定 の 公園 な ど ・ 社 寺 境 

人 an 


猟 区 と な っ て いる 。 


っ て 、 全 国 を 禁猟 区 に し て , 猟 区 制度 を 
設け る べき で は な か ろう か 。 狩猟 鳥 の な 


か で も 、 毎年 か な り の 捕 失 量 の あっ た ウ 
ズラ で さえ 、 昭 和 10 年 の 53 万 羽 を ビー ク 
に ,20 年 に は 21 万 羽 、30 年 15 万 羽 、40 年 


| 11 万 羽 と 、 狩 猟 家 の 増加 と 反比例 し て 減 


少し て し まっ た 。 広 すぎ る 猟 区 の せい だ 

鳥獣 保護 の 精神 が 、 きわ め て あい まい 
な と ころ に お か れ て いる 1 例 と し て 、 カ 
スミ 網 が ある 


第 3 条 に , 農林 大 臣 の 定め る 猟 具 と い 
う 項 が あり 、 そこで は カス ミ 網 の 使用 を 


林 止 し て いる が , 現実 に は 各地 で の 密猟 
に 相当 数 が 使用 され , それ に よっ て 毎年 





捕え られ る 野生 の 鳥 は , 数 百 万 を 越え る 


自然 保護 に 関係 ある 法律 
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この ツル は な に を 訴え て いる の か (山口 ・ 熊 毛 町 で 」 


これ は むし ろ 逆 で あ 


と 推定 され て いる 

これ は , カス ミ 網 の 使用 は 禁止 し て い 
る も の の , その 製造 、 販 売 に は 、 なんら 
法 的 規制 が な いこ と が 原因 だ 。 学 術 上 の 
利用 が ある と か , 食え な い バ ン を 店 頭 に 
並べ て も , 買う 客 は いな いと いう 見 方 も 
あろ う が , その バン が 実は 無害 で 美味 な 
こと を 知れ ば , 売れ る の は 当然 だ ろう 。 
東南 アジ ア な どの 発展 途上 国 で は 、 日 
本 か ら 輸 出し た カス ミ 網 を 乱用 し て , 野 
生 鳥 油 を 絶滅 に 追い こん で いる 所 が 多 
く , 国際 会 議 な ど で つ ね に 話題 に な っ て 
いる と いう 。 す みや か に 輸出 も ふく め 
て , その 製造 、 販 売 を 規制 すべ きだ 。 
同時 に 、 鳥 獣 保護 区 内 で の 違反 行為 に 
対す る 六 則 (第 21 条 ) で ある 1 年 以下 の 
懲役 、 ま た は 5 万 円 以下 の 六 金 を 徹底 さ 
せる べき だ 。 現 実は あま り に 軽 す ぎ て , 
ハク チョ ウ を 撃っ た 密猟 者 に 対し て , わ 
ず か 6000 円 の 凛 金 で すま し た 例 が ある は 
2 


指定 が 絶 減 の は じ ま り で は 


「 文化 財 保護 法 」 に よる と , 鳥獣 保護 の 
基準 を 次 の よう に 定め て いる 。 
(⑪) 日 本 特有 の 動物 で 著名 な も の 及び 
その 本 思 地 。 
(2) 特有 の 産 で は な い が , 日 本 著名 の 
動物 と し て その 保存 を 必要 と する も の 
及び その 棲息 地 。 
⑬) 自然 環境 に お ける 特有 の 動物 又は 
動物 妖 秒 。 
(4) 日 本 に 特有 な 畜 伏 動物 。 
(⑤) 家畜 以外 の 動物 で 海外 より わが 国 
に 移植 され 、 現時 野生 の 状態 に ある 著 
名 な も の 及び その 棲息 地 。 
(6⑥) 特に 買 重 な 動物 の 標本 。 
これ ら の 基準 に あて は まり , 天然 記念 
物 の 指定 を 受け た も の は 現在 147 件 ある 。 
し か し , それ ら の も の の うち , 野生 島 
上 環 の 大 半 は 、 絶滅 の 危機 に ひん し て は じ 
め て 指定 を 受け る と いっ た , いわ ば 希少 
価値 に よる 指定 で ある 。 
今日 、 あ の 鳥 も 天然 記念 物 に な っ た , 
と いう こと は , 絶滅 へ の 道 を 歩み だ し た 





4 月 19 晶 
つい に や っ SED27 る 2 
| 子供 を 離す 日 が 
| 1 日 早く, と 僕 は 願っ て きた 。 飼 育 
の 手間 は か か る だ ろう が , 早けれ ば 早い 
| ほど , ヒグマ が 人 間 の 生活 に 適応 する の 
じゃ な いか , と 考え た り し て , 僕 は 何 度 
る 間 見 谷 さん に 電話 を いれ た 
が 、 親分 で ある 間 見 谷 さん は , 
し て いた し 慎重 だ っ た 
「 も うす こし 待 と う よ 。 4 月 の 半ば に は 
必ず 出す か ら 。 な あ に , それ か ら だ っ て 
きっ と うま くい く よ 。 男 と 男 の 約束 だ 
絶対 1 頭 あ げ る か ら 」 


ハナ コ か ら 2 頭 の 


悠然 と 


「 心 配 し な いで 任せ な さい 。 今年 は 2 頭 
産ん で いる か ら , 両方 を 同時 に 離す に は 
タイ ミン グ が 重要 だ 


「 ま , 早く 抱き た か ろう が , 今 し ば らく 
ハナ コ に 任せ て お き な さ い 。 青 児 な ら へ 
ナコ が いち ば ん 上 手 い の だ か ら 」 

子 ア ケ マ は すく すく と 育っ て いた 。 い っ 
ば し の ヤジ 馬 で 、 親 の 隙 を うか が っ て は 
外 の 景色 を 見 に の この こ 遣 い だ す よう に 
も な っ て いた 。 大き さ は ネコ の 約 倍 に な 
り , 2 頭 で 、 組 ん ず ほ ぐれ つ す も う を 取 
る よう に も な っ て いた 。 

も う 待 ち き れ な い 。 僕 は し びれ を 切ら 
し て , 妻 と 弟 に 頼ん だ 
「 と に か く 上 川 へ 行っ て 泊まり こみ , 毎 
日 催 人 し て くれ よ 」 

僕 自 身 が 側 へ 行っ た ら , 寝言 の よう に 
離し て くれ と ゲ 頼み 、 間 見 谷 一 家 に 嫌 わ れ 
る か も る し れ な い 。 そ の 位 、 僕 は 待ち こ が 


に ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


と いう こと に ほか な ら な い 。 

し か る 残念 な こと は 、 この 文化 財 保護 
法 で は , そう し た 野生 鳥獣 保護 の た め の 
具体 的 な 対策 は 、 な に ひと つ 盛 られ て い 
な い 。 そ れ に , 前 回 に も 述べ た と お り , 
保護 策 を 講じ る に も , 先 だ つ べき 了 予算 が 
な い 。 こ こ か ら , 指定 され た だ け で 鳥獣 
が 保護 で きる の か ,、 と いっ た 不満 が 起こ 
る の だ 


動物 に と っ て の し あわ せ と は 


先日 、 ア メリ カ の 下院 で 10 歳 の 少年 
が , 野生 の ウマ の 保護 に つい て 訴え た と 
いう ニュ ー ス が あっ た 。 

1900 年 当時 アメ リカ 西部 を 中 心 に し 
て , 野生 の ウマ , ロバ は 約 250 万 頭 が 生 
邊 し て いた が , 乱獲 の 結果 、 現在 で は ウ 











ーー レ 人 ズー ルイ バン セル ん 2 レス レン 4 ! < 


と ん へ え が わ が 手 に 


れ て いた 

そう し て 迎え た 19 昌 だ っ た 

折 か ら 記 録 的 な 晴天 。 空 は くっ き カリ 請 
れ 宏 史 つなが っ た 名 に し お う だ 
の 山々 が 朝 か ら 姿 を 現 わ し て いた 

まず 育児 玉 の お お い を 取る 

ハナ コ は まぶし げ な 目 つ き を し て , 信 
場 へ 出 て くる が , 気持 の 半分 は 子供 た ち 
の 所 へ 残っ て いて , 後 足 を 片方 だ け 育 児 
室 に 残し て お いた り し た 

ナコ ゴロ / ちょ うだ い 。 ちょう だい を 
し ろ / 

間 見 谷 さ ん は 、 ヒ グマ の 好物 を 与え な 
が ら 、 ハナ コ の 食欲 を そそ っ た 

平地 の 雪 は る うす っ か り と け て いる 
気温 は 摂氏 9 度 8 分 。 植 物 気温 の 5 度 を 
越え た 北海 道 に は , 春 が け 足 で 訪れ よ 
うと し て いた 。 昨 日 まで うら さび し い 和 茶 
色 の 枯草 で お お われ て いた 野山 に , ぼう 
> と か すん だ よう な 緑 が 現 われ , 土手 と 
いう 土手 に フキ ( 路 ) の と うか が 顔 を 出し 
て いた 。 そ の 生長 の 速い こと 。 1 時 間 見 
ぬ 間 に , 数 セン チ 伸 びる よう に 思え た 
春 を 迎え て , ヒグマ も 冬眠 か ら 醒 め て 
る 。 特 に 子 を 持つ クマ の 食欲 は 、 短 通 
の クマ より 大 きい は ず だ 。 ハ ナコ は 用 心 
し いし い 出 て き て は バン や お 菓子 、 ハ チ 
ミツ を 貰い 。 そ の 度 に , も っ と も っ と と 
ね だ る よ うに な っ た 

さあ 準備 は 完了 で ある 

典 さ ん は 大 き な 鋼 に ご 飯 を いっ ぱい 入 
れ , た っ ぷり 肉汁 を か けた 

さあ ぉ ハナコ, 食べ れ や 」 

ES を 才 幸 fl5gGG0 
間 見 谷 夫 妻 が 餌 場 へ 出 て きた ハナ コ を 
マ が 1 万 7300 頭 、 ロ バ が 8000 頭 に まで 減 
MS2 キ ジャリ 

狩猟 家 に と っ て , 野生 の ウマ は 手ごろ 
な 標的 で ある と 同時 に ,、 ドッ グフ ー ド な 
どの 材料 と し て , 人 工 飼料 メー カー が 喜 
ん で 買い あげ た た め 、 急激 に 減少 し た の 
だ が 、 こ の こと を 紹介 し た 本 が 大 反響 を 
呼び 、 ア メリ カ 議 会 に は , 少年 た ちか ら 
の “ウマ を 救え * と いう 投書 が 1 トン も 
積み あげ られ た と いう 

証言 し た 少年 の 父親 は 下院 議員 で , す 
で に 少年 た ちの 希望 を いれ て , 野生 の ウ 
: 20PROM 
ト 院 で の 公聴 会 この 法 の ほん と う の 
- 5 Des と で 庄 
題 を 集め た 


公聴 会 で の 席 上 、 この 法案 に 反対 する 





畑 正宮 


あや し て いる うち に :, 境 の 鉄 の 扉 が 閉め 
られ た 。 そ ぞ それだけ で は 安心 出来 な い 。 前 
中 SG 夫 供 閥 2 が まえ な いよ うに トド タ シン 
板 を すき 間 に す べり こま せ , 目 か くし に 
( 層 / 

いよ いよ , で ある 

息子 さん が 育児 宝 に 入っ た 。 と , 同時 
に , すさ まじ い 電 鳴 
ーー ウイ ッ 。 ウイ ッ 。 ウイ ッ 

子 グ マ が お び え る 声 だ 。 早く 。 さあ, 
早く 。 と に か く 急 いで 。 も た も た し て い 
る と 危険 だ 。 

子 グマ が 1 頭 つ か み 出さ れ た 

2 の 27230 より の > 

早く , 早く 

外 か ら 家 族 が 気 を も ん で いる が 、 後 の 
1 頭 は な か な か 元気 が いい らし く ,、 いた 
ずら に 時 が 流れ る 

子 グマ の 潤 声 を 聞い た ハナ コ は , 巨体 
を ひる が え し て 境 の 扉 へ 突進 し た 

体 当 た り 。 前足 で の 一 撃 。 狂 っ た と し 
か いい よう が な い 。 す さま じい 力 だ 。 前 
足 の 爪 が 1 本 か か る と , トタン 板 が ボー 
ル 紙 で も 折り 曲げ る よう に 、 たちまち だ 
の cc (CH に 
ーー ウオ ッ , ウオ ッ 、 ウオ ッ 

ハナ コ は 喉 か ら 、 短い 悲痛 な 叫び 声 
を あず た 。 体 当たり を する と , さ し ゃ 丈 
大 な 筐 が ぐら ぐら 揺れ た 

で だ 。 や つう と が ば だ 

2 頭 め の 子 グ マ が 運び だ され , 育児 室 
の 鉄 扉 が 閉め られ 、 僕たち は ほ っ と た め 
息 を も らし た 。 

了 チ グ マ の 毛 は , 黒っぽい 灰色 。 う ぶ ぶ 所 
の よう に 見 えた りす る が , どう し て 針金 
議員 が 少年 に 質問 し た 牧場 主 た ち は 、 
飼い な らし た ウマ と , 野生 の ウマ と を 自 
由 に 混血 させ て 繁殖 を は か っ て きた 。 ゃ や 
し , 野生 の ウマ を 捕獲 で き な い と する 
と , 良質 の ウマ を 繁殖 させ る こと は で き 





コウ ノ F サ ちと うと う 2 所 に な っ て し まう た 


oy 





私 た ちの 仲間 








2 人 の イノ シシ は 、 つ い に 待 望 の “どん べ え ” を 抱き し め た 


の よう に 荒い 、 か た い 手 ざわ り で ある 
前 見 谷 さ ん は , 早速 子 ア マ の 後 足 の 間 
を 調べ 、 

こと いつ は メン タ 。 あれ, 
タ だ ぞ 。 だ れ だ 、 ヒ グマ は 牡 、 牝 2 頭 の 
子 を 産む な な ん て いう の は 。 ど ちら も る 牝 じ 
ゃ な いか 

と , いく ぶん が っ か り し た 表情 を し 
た 。 彼 は 牡 が 欲し か っ た の で ある 

ハナ コ は な き 続 け て いる 。 濃 面 を 鉄 本 
の 間 か ら 出 し て 、 涙 を 流さ ん ば か り だ 
か わい そう に 

立派 に 育て て あげ る か ら ね 

間 見 谷 家 の 娘 さ ん た ち は ,、 ロ 々 に そう 
いっ て ハナ コ を 慰め 、 好物 の あん バン を 
どっ さり 与え て , 目 に 涙 を いっ ぱい た め 
て いた 。 正直 で , : や さじ い * 美 じ い 入 た 
ち で ある 

居間 に 連れ こま れ た 子 グ マ は , 首 か ら 
人 の 手 が 離 れ た 途 端 、 前 足 で 力 ま か せ に 
近く の も の を 殴り つけ た 


こい つや ゃ メン 


| 
I 


画 
人 - 手 2 
こ て 
と 
人 半 


な の 野生 の ウマ に と っ て る ゃ る 品 
良さ れる チャ ンス が な く な り 、 顔 や 
く な る ば か り だ 。 そ れ で も いい の 


党 腔 B 
3 
も 


これ に 対す る 少年 の 答え は 明快 だ っ 
た 。「 人間 が 美しい と 思う 顔 や に な る 
こと が ,。 は た し て 野生 の ウマ に と っ て し 
あわ せな の で し ょ うか 

この 証言 を きっ か け に , 同 法案 の 共同 
提案 者 と し て 83 人 の 下院 議員 が 派 名 し て 
お り , 成立 の 可能 性 は 強い と いう 

この 話 の な か に は , 自然 保護 と いう も 
の に 対す る 考え 方 の 、 2 つの 典型 を みる 
の で き : る 

野生 の 動物 に と っ て いち ば ん すみ よい 
環境 を つく る こと が , 鳥獣 保護 の ほん と 





そし て 、 う な る 。 唱 みつ く 。 と び か か 
る 。 人 か ら 目 を そら し , うず くま っ た と 
見 せ か け て 、 全力 で 跳 曜 し て 前 足 で ひっ 
か く 

さす が は ヒ グマ の 子供 で ある 。 前足 で 

っ ぱた か れ た 僕 の 頭 に は 、 4 本 の みみ 
ず ば れ が 早速 出来 た 

さあ , 繋 れ な いで 
ん これ か らち は 仲よく じ よ う よ 

細 い か か る の を 構わ ず 、 僕 は 子 グ マ を 
抱い た 。 す る と , 待っ て いた と ば か り 
に 、 その子 グ マ は 僕 に か ら だ を 密着 さ 
せ 、 四 肢 で し っ か り 僕 に つか まっ た 

軽い 。 思 っ た より ずっ と 軽い 

し か し 重く も ある 。 こ れ か ら ず っ と お 
まえ は 家族 に な る …… そう 思う と ず う セ 
り 重い 

僕 は その 子 ア マシ を ダン ボー ル に 入れ る 
と すぐ 、 哨 乳 騰 と ミ 
た 。 赤 い 首 輪 も 買っ て や ろう , そう 思い 
な が ら 。 画 


ちら べき で ご ら 


ルク を 買い に 町 へ 出 


う の ね らい だ と する 少年 の 意見 。 こ れ が 
も っ と も 多い 。 動物 が か わい そう だ 、 と 
いう 感傷 論 $、 この 範囲 に は いる 

そし て , 自然 保護 と いう も の は より 
よい 人 間 環 境 づ くり の た め に こそ ある ベベ 
きだ と いう 、 反対 議員 の 意見 に 代表 され 
る 現実 論 

自然 保護 の あり 方 に つい て は 次 回 に 稿 
を 改め る が 、 こ の ぶ ぶ つかり あう 2 つの 意 
見 を 統合 し た 自然 保護 法 の 成立 が 、 目下 
の 急務 で は な か ろう か 。 現 在 、 民 間 の 自 
然 保 護 団 体 48 が 集まっ た 「 自 然 保護 憲章 
制定 促進 協議 会 」 が 活動 を 始め て いる 
が 、 児 童 憲 章 の よう に , 子ども の 日 と 児 
章 虐 待 の ニュ ー ス の と きだ け に 思い だ さ 
れる よう な , 有名 無実 の も の に は し た く 
な い 。 画 (本 誌 編集 部 ) 
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グル ー プ ・ 5 プラ ス !| 





人 間 は 一 夫 一 考 が た て まえ で ある , と 
わた し た ち は 思 っ て いる 。 近 ご ろ は その 
こと に 疑い を も つ 若 い 人 びと も いる よう 
だ が 、 そ の 問題 を 取り あげ て みよ う .。 

人 間 を みて みる と 、 夫 婦 以 外 の 性 関係 
が 、 お 祭り の と き や 結 婚 以 前 に は 許さ れ 
る と いう 場合 を 別に し て も , 一 夫 一 妻 以 
外 の 婚 燥 形態 を 許す 社会 は 、 わ た し た ち 
日 本 人 が 考え て いる 以上 に 多い 。 回 教 に 
支配 され て いる 社会 で 一夫 多妻 が 公認 
され て いる の は よく 知ら れ て いる よう だ 
が 、 そ れ 以 外 に も いろ いろ な 婚 如 形 態 が 
ある 。 し か し 、 これ は 文化 人 類 学 の 問題 
だ か ら ひ と まお) く で どど た じ ま う 3 
「 もう ひと つの 世界 」 で は どう な っ て い 
の の だ ろう か 。 こ では: わた し た ち が 
ふつ うに は 考え つか な いこ と が , その 前 
に 問題 に な る 。 一 夫 一 妻 と いう 形式 は 
妻 が 多数 の 男 の な か か ら , 特定 の ひと り 
を これ が 夫 で ある と 見 分 け 記 憶 す る 能力 
を も ち 、 夫 が 多数 の 女 の な か か ら , 特定 
の ひと り を これ が 妻 で ある と 見 分 け 記憶 
する 能力 を も ちっ て いる の で な けれ ば 成り 
立た な い 。 つ まり 動物 の 感覚 能力 、 判 別 
能力 、 記 憶 能力 が ある 程度 以上 に 発達 し 
て いな けれ ば な ら な い の で ある 。 そ れ だ 
け の 能力 が 発達 し て いな い 、 い わ ゆ る 下 
等 動物 で は 、 こ ん な こと は は じ め か ら 問 
題 に な ら な い 、。 

また 、 一 生 に 一 度 し か 性 行動 を 行なわ 
な いよ うな 動物 で は 、 これ は 問題 に な り 
よう が な い 。 昆虫 (こん ちゅ う ) の な か 
に は 、 雌 が 一 度 交尾 する と , も う 他 の 雄 
を 拒否 する よう な 習性 を も っ て いる も の 
が ある 。 そ の 場合 に は , 雄 が 何 回 か 交尾 
を する と し て も , 一 夫 多 妻 と いえ る だ ろ 
うか 。 そ し て , 昆虫 な どの よう に , 一 生 
に 一 度 し か 繁殖 期 を 迎え な い 動物 と 、 伺 
や け も の の よう に 、 一 生 に 何 回 も 繁殖 期 
を 迎え る 可能 性 の ある 動物 と で は 、 お の 
ず か ら 話 が 異な っ て くる の で ある 。 同 一 
繁殖 期 内 で いく つも の 雄 ま た は 雌 と 性 関 
係 を も つの と 、 同一 繁殖 期 に は 一 夫 一 雪 
だ が , 年 ご と に 配偶 者 を 変え 0 る の と は 同 
ーー に は 論じ られ な い 。 

それ で は , か な り 能 力 が あり , し か も 
一 生 の 間 に 何 向 か 繁殖 期 を 迎え る こと が 
で きる ほど 長命 な 、 い わ ゆ る 高等 動物 で 
は どう な っ て いる の だ ろう か 。 そ こ で の 
婚 如 形態 は 非常 に 多様 で も ある 。 と いう よ 





FE ジン 
が まく 
レー フレ が あ る 


ー 夫 一 妻 の 正統 派 も 多い が 
動物 の 性 生活 は 思い の ほか 多種 多様 だ 


り は 、 頻 度 の 問題 は ある が 、 考 え うる 形 
式 は すべ て 現実 に 存在 し て いる , と いう 
ほう が よい だ ろう 。 つ まり , 一 夫 多 妻 か 
ら 多 夫 一 麦 まで , 乱 婚 も ふく め て , あら 
ゆる 形式 が 実際 に 存在 し て いる 。 
研究 例 が ほとん ど な い の で 、 同一 繁殖 
期 内 の 関係 に 限っ て みて みよ う 。 そ うす 
る と ,、 け も の で も 鳥 で も , 一 夫 一 妻 の 関 
係 が 多い 。 そ れ を 承認 し た うえ で の 話 だ 
が , け も の に も ゃ も 鳥 に も , 一 夫 多妻 も 多 夫 
一 邦 も み ら れ る 。 例 を あげ れ ば 、 け も の 
で は 草原 性 有 忠 (ゆう て い ) 類 に 一 夫 多 
考 が 多い し , 海獣 に も ハレ ム 的 な 一 夫 多 
厩 が 数 多く み ら れ る 。 鳥 で は ライ チョ ウ 
類 ・ キ ジ 類 ・ フ ウチ ョ ウ 類 ・ マ イコ ドリ 
類 ・ ム クト リモ ドキ 類 な ど に 一 夫 多妻 が 
数 多く み ら れ , また 走 鳥 類 ・ ヒ レア シシ 
ギ ・ タ マシ ギ ・ ミ フウ ズラ な ど に 一 妻 多 


漫画 の 動物 た ち | 


擬人 化 は 
む ず か し い 
手塚 治 


漫画 家 が 動物 を 描く と き , どん な 場合 
で も ゃ 多少 と も 擬人 的 に 扱う 。 動 物 に 人 間 
的 な 性 格 を 細か く 与 える ほど 、 強烈 な 人 
間 風 刺 が 描け り る か ら で あ る 。 

と は いえ , あま り 人 間 的 に な っ て し ま 
っ て も , まる で 動物 の ね ぬいぐるみ を 弟 た 
人 間 と 同じ に な っ て , お も し ろ さ が 薄れ 
る 。 動 物 漫画 の 代表 選手 で ある ミッ キ 
ー・ マ ウス や 。 ドナ ルド ・ ダ ッ ク が どう 
し よう も な い マ ン ネ リズ ム に お ちい っ た 
の も 、 こ うい う 理 由 か ら で あ ろう 。 動 物 
漫画 の 真 骨 頃 は 、 それ ぞ れ の 動物 の 動 
作 や 癖 を 十 二 分 に 出し つつ , ほん の ちょ 
っ ぴり 人 間 臭 さ を 出す と ころ に ある 。 服 
を 許せ た り 帆 子 を か ぶら せ て , あと 足 で 
歩か せる タイ プ の 擬人 化 は 、 漫 画 の 手法 
的 に は いち ば ん 安 手 な る の な の だ 。 

ぼく が 漫画 映画 会 社 に 勤め て いた こ 
ろ , 登場 する 動物 を な り に 立た せ て , よ 
く ス が ウチ な が だ や む の だ 5 9 る と "な ん 
と も サマ に な ら な い の で ある 。 四 つ 足 の 








夫 が み ら れ る 

一 妻 多 夫 の 鳥 は すべ て 雌 の ほう が 雄 よ 
りゃ る 美しく , 雌 は 産卵 以外 に 何 ひ と つと 
し て 子 の 養育 に 関し た 行動 を 示さ な い 
が 、 雄 は し ば し ば 造 巣 ・ 抱 卵 ・ 育 好 と い 
っ た 行動 の すべ て を 単独 で 示す 。 テ リト 
リー の 防衛 を する の も , 求愛 に 際 し て 積 
極 的 な 行動 を 示す の も , 雄 で は な く て 雌 
で ある 。 繁殖 に 関し て の 雌雄 の 役割 が 逆 
転 し て いる わけ で 、 動 物 界 で の ウー マ 
0 と SS も ZS 届 う る 

ひと くち に 一 夫 一 妻 と か 一 夫 多妻 と か 
いっ て も , その 内 容 が また さま ざま で あ 
る 。 オ オヨ ョ シキ リ の よう に , 1 羽 の 雄 が 
同時 に 2 羽 以上 の 雌 と つが いし 関係 を も っ 
て 生活 する , いわ ば 典型 的 な 一 夫 多妻 が 
ある 。 マ ダラ ビタ キ の よう に , 1 羽 の 雄 
が 次 々 に 2 羽 以上 の 雌 と つが い に な る 一 





つ ネ コ ま で が , 前 足 を 持ち あげ て 立た せ 
る と , 腹 が 長く デップ リ と た る ん で ,、 お 
よそ 見 苦し ぐ な っ て し まう の で ある 。 ま 
だ 雄 の 動物 な ら そ れ で も いい の だ が , 若 
い 雌 一 一 つま り 、 齢 の 美女 (? ) に し 
ONecn の YNSae な 7 
も ごま か し よ う が な い の だ 。 

ある と き , サル の 美人 (? ) た ち が , 
ダン ス を する シー ン を 描く 段 に な っ た 。 
絵かき た ち は バ レ リ ー ナ ーー も ちろ ん 人 
間 で ある 一 一 を 並べ , 振り 付け に よっ て 
踊ら せ , それ を フィ ルム に と っ て , 1 コ 
マ ず つ サ ル に 描き な お す と いう 作業 を は 
じ め た 。 こ の 方 法 は 、 デ ィ ズ ニー な ど が 
よく や る 手 で ある 。 6 
「 あ ら , わた し た ち お サル に され る ん で 
すっ て ……」「 失 礼 し ちゃ うわ ね : 

と レーナ た ち が 計 ぐれ 2 の おち し 
て いた せい も ある の か どう か は し ら な い 
が 、 描 き あ が っ た 絵 は , 八 等 身 の 、 どう 
みて も 人 間 の 美人 が サル の 頭 を つけ た よ 





| と き , 流れ る よう に 美しい 背 の 曲線 を も うな 格好 の も の で あっ た 。 そ し て それ を 





寄り 添う アカ モズ 
静岡 県 須 走 に て 撮影 池 尾 喜 勝 
夫 多才 も ある 。 こ の 場合 に は 、 繁 殖 期 ご 
と に つが い の 相 手 を 変え る よう な 一 夫 一 
妻 の 関係 と 一 方 で つなが り , 一 方 で は = 
ホン ザル の よう に , 雄 は ある 雌 が 発情 し 
て いる ご く 短 期間 だ けい つる も 連れ 添っ て 
(コン ソー ト 関 係 )、 一 夫 一 妻 的 で ある 
が 、 そ の 雌 の 発情 期 が 過ぎ る と 別 の 雌 と 
コン ソー ト 関 係 を 結ぶ 、 と いう 乱 婚 に 近 
い 一 夫 多妻 関係 に つなが る 。 こ れ が 極端 
に な っ た も の と し て , コ フ ウ チョ ウ や エ 
リマ キシ キ な ど で 有 名 な 関係 が ある 。 こ 
の よう な 鳥 で は 雄 が 何 羽 $ 1 か 所 に 集 ま 
っ て ディ スプ レー (誇示 ) を 行ない ,, そ 
こ を 訪れ る 雌 と 次 々 に 交尾 する 。 雌雄 問 
の 関係 は それ だ け で あっ て , ある 期間 い 
っ し ょ に 生活 する と いう こと が な い 。 こ 
れ は 一 夫 多 妻 と る 乱 婚 と も いわ れる が , 
雌雄 が 1 か 月 以上 いっ し ょ に 生活 する 型 
の 一 夫 多妻 と は ひど く 異 な る 。 
以上 ほん の 数 例 を あげ た が , 高等 動物 | 
の 婚 形 態 に は 、 実 に さま ざま な も の が 
ある 。 そ れ で は な ぜ そ ん な に さま ざま な 
の か , また , た と えば エリ マキ シギ は な 
ぜ そ ん な 変わ っ た 婚 興 形 態 を と っ て いる 
の か 、 そし て 人 間 は な ぜ ……。 実 は 生物 
学 は まだ こう いう 疑問 に 対す る 答え を も 
ちあ わせ て いな い の で ある 。 画 (U) 








動か し た フィ ルム を 見 た ら 、 み ん な クス 
クス 笑い だ し た 。 た むろ し て いる 雌 ザ ル 
た ち が , いき な り ム クム ク と 人 間 の プロ 
ボー ショ ン に 変わ っ て 踊り 始め , 踊り 終 
わる と , また も や サル に も どっ て し まっ 
た , と いっ た 感じ の し ろ も の で あっ た 

動物 漫画 の 美女 を 描く 、 と いう の は ま 
こと に も っ て むず か し い 。 人 間 の 女性 の 
体 線 の 美 し さ は 、 バ スト と ヒッ プ に ある 
の だ が , これ を 動物 に 置き 換え た と き , 
ヒッ プ は と も か く , 豊満 な 乳 ぶ さ を ど こ 
に つけ る か で 困っ て し まう の で ある 。 リ 
アル に 腹 に 了 乳 ぶ さ を た らし て みる と , そ 
の 動物 を 人 間 臭 くす れ ば する ほど , まこ 
と に も っ て 不細工 で ある 。 と いっ て , 人 
間 と 同じ く 胸 へ つけ る と ウソ に な る 。 先 
日 も ある 作品 で 登場 する 雌 イ ス の 胸 に , 
た っ ぷり 馳 ぶさ を つけ て みた 。 こ れ は ギ 
ャ グ と し て 通用 する と 思っ た 。 す る と た 
ち ま ち 読 者 か ら 、 ご まん と 非難 の 手紙 が 
が こき 

「 イ ヌ の あそこ に , あん な 乳 ぶ さ な ど つ 
いて いる は ず が な い 」 と いう の で ある 。 
これ に は 参っ て , あと で 再 登場 し た と き 
消し て し まい , それ で は 美女 に みえ な い 
の で ,。 せめ て も と 思い まつ 毛 も 長く は や 
し た 。 今 は 「 イ ヌ に そん な 長い まつ 毛 な 
ど は えて いる は ず が な い 」 と いう 手紙 が 
くる か どう か 心配 で ある 。 画 


ーー 


ネス ミ 科 


1777/72e 


ネス ミ 科 に は 、 宗 ネズミ な ど が 属し て いて 、 
類 の な か で われ われ に いち ば ん 
身近 な 動物 群 で ある 。 こ の 科 は . 属 や 種 の 
が 多い ば か り で な く , 分 布 も 広く し か も 
その 分 布 域 は . 今 も 絶え ず ひ ろ が りつ つ あ る 
ネス ミ 科 の 動物 は .、 すべ て 体形 が 小さ いけ れ 


ども 、 個体 数 の 多い こと が , その 肝 点 を し ゅ 


普 ( げ っ 【 


うぶ ん に 補 つ て いる 

- の 科 の 重要 な 特徴 の 1 つ は 歯 別 に ある 
ト あ ご に も 下 あ ご に も . それ ぞ れ 1 対 の 門 歯 
上 3 対 の 白 歯 (きゅうし) が あり 、 第 1 曰 歯 
尾 は 長く 、 毛 と うろ こと で 
お お われ て いる 。 ほ お 袋 を も っ て いる 種 は 少 
な い 。 ネズ ミ 科 の 動物 の 胃 は 複雑 で 、 
くびれ て 2 案 に 分 か れ て いる 
電 腸 が あり . その な か に は バク テリ ア や 共 モ 
虫 ( へ ん も うち ゅ う ) が 寄生 し て いる 注 1 

現在 で は 、 ネズ ミ 科 の 動物 は 地球 上 の と どの 
大 陸 に も 分 布 し て いる 。 た と えば . 家 ネ ズミ 
の 種 は 、 見 来 ア メリ カカ に は 生息 【 
た の で ある 。 それ が こう な っ た の も . 人 問 の 
助け が あっ た か ら で あ る 

ネズ ミ 科 の 動物 は 多様 化し て いる の で 、 あ 


+ 


は と くに 大 きい 


次 中 で 





腸 に は 大 き な 


て いな か っ 


ら ゆ る 地域 の 気候 に 内 えて いる が か が. も と も 
は 温 常 や 熱帯 の 平地 が 原産 地 で ある 。 山地 に 
樹林 革 を 越え て 用 馬 
に まで 進出 し て いる 。 その ほか に 村 
作 地 、 果樹 園 、 農 園 な ど は . か れ ら の いち ば 
ん 好き な 生息 地 で ある 

、 枯れ 草 や 貧弱 な 茂み が . ばら ば ら と 


條 モモ の 平原 で 生活 する 柏 


# す むように な っ た 種 は 、 


考 の 近 6 


し 2 っ 館 っ 7/ 選 | p で VeoW/ ご 内 
も ある 。 人 家 を 人 避け る 種類 も ある が .、 家 ネ ス 
: 類 は ,. 人 間 が 好む と 好ま ざる と に 
ず 。 新開 地 の 果 て まで 人 問 に つき まとっ て , 
迷 或 な 害 を 及ぼ し て いる 


か か わら 


集団 生活 者 


ネズ ミ 科 の 動物 は . ほとんど と 集団 で 生活 し 
こおり, 単 衝 。 あるいは つが いで 生活 し て い 
る こと は 珍し い 

多少 の 差 は ある が どの 種 も 異常 な 早 さ で 
AI こう お る 1 腹 の 子 の 数 は 6 一 22 匹 で あ 
る 。 ほとん と の 種 が 1 年 に 何 回 も 子 を 生み 、. 
冬 で も 繁殖 する 。 生ま れ た ば か り の 子 は 無 世 
ご 。 日 は 開か ず 、 は じ め の うち は 母親 の 世話 
7 だ まり きつ で る 

ネス ミ 科 の 動物 の 行動 は す ば し こい 。 和正 
た り 、 跳ん だ り 、 よじ 登っ た り 、 泳い だ りす 
る の が う まい 。 と て も 狭い すき ま も く ぐり 抜 


#、 か た い 歯 を 使っ て 通り 道 を 食い ひら く 


CyYo7aYS /7edes 


香 





で あろ る ト 


/7 2 が の 用 ツル // 
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C7zce7o77YS g の 7 の 777778 だ ん の 7 の YS 4770677o 
NN き な も の て 体長 10 
尾長 も ほぼ 同 


30 匹 前 後 の 大 


分布 し て お り 
家族 集団 を つく っ 
こ 4 一 12 匹 の 子 を 生 


も の は 体長 45 セ ンチ, 体重 は 1 キロ ある 


感覚 。 と くに 嘆 覚 (きゅう か く ) と 聴覚 が よ 
く 発 達 し て いる 。 動物 性 、 植物 性 を 問わ ず , 
食べ られ る も の は な ん で も 食べ る 。 食べ に く 
いも の は , か じ っ て 細か くく だ いて し まう 
ふつ う は あま り 水 を 飲ま な い 

ネズ ミ が 熱心 に も の を か じ る の は . その 門 
歯 が 絶 え ず 伸び つづ け て いる か ら で あ る 。 も 
の を か じ っ て 門 歯 を すり 減ら さ な け れ ば 、 伸 
びす ぎ た 門 歯 は 口 の 外 に と び だ し て 曲がり だ 
し , も の が 食べ られ な く な っ て し まう 。 そし 
Ge。 し まゆ に ほ 玩 ん で し まう と と ど に な る 

ネズ ミ 科 の 特徴 を まとめ て みる と 次 の よう 
に な る 。 か ら だ は 小型 で , 全身 が 毛 で お お わ 
れ . 見 先 は と が っ て いる 。 上 くち びる は 大 き 
く 縦 に 裂け 、 その まわ り の 口ひげ は 長く て か 
た い 。 大 き な 目 は まる く て まっ 黒 で 、 尾 は 細 
く . か つ 長 く て うろ こ で お お われ , その 間 に 
か た い 短 毛 が は えて いる 。 前 肢 ( ぜ ん し ) に は 
4 本 の 指 と 退化 し た 親指 と が あり , 後肢 
うし ) に は 5 本 の 指 が ある 。 か ら だ に は 短く 
で 和 柔らか い 毛 と , 長く て か た い 毛 と が は えて 
いる 

要する に ネズ ミ 科 の 動物 は . 次 の よう な 特 
徴 を も っ つた 吾 歯 類 で ある と いえ る 

@ からだ は 小さ い 。 な か に は 大 き な も の も 

ある が , 50 セ ンチ 以上 に な る こと は な い 

@ 体 形 は 細長 く , 頭 と 胴 と を は っ きり と 区 

別 で きる 。 尾 は わり に 長く 、 うろ こ で お お 

われ て いる 

@ 上下 の あ ご に , は っ きり と 頭 (こう と 

う 一 小 突起 ) の ある 3 対 の 昨 歯 が ある が 

第 1 臼歯 が も っ と も 大 きく 発達 し て いる 





] メ オ 亜 目 ネ 
頭 胴 長 10 セ ンチ 以 所 は 10 セ ンチ ほど で ある 
ヨー ロ アフ ! アジ アア (に WS 





ア 7. 7 が 7 の N 


ネズ スミ 科 の 動物 は . いろ いろ な 気候 風土 の 
と と の に いる 72 ウリ も ニラ 2 アオ 
スト ラリ ア に お の られ る オー ジ ド リア 
で は , ネズ ミ 類 は 自然 分 布 し て いる . た だ 1 
う の 陸 生 真 貞 (し ん じゅ う ) 類 〔 注 2 ) で あ 
る 。 91 属 460 種 余り を ふく み . 貴 乳 ( ほ に ゅ 
う ) 類 の な か で は , キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 に 次 ぐ 2 
番 め に 世帯 の 大 きい 科 で ある 。 これ か ら , ヨ 
SNR ミニー ヨー ロロ ツ パピ メ ネズ 
上 和 2 な クン ネネ 人 三 。 ドブ プ ネ ズミ に 
つい て 述べ よう 。 


ヨー ロッ バハ ツ カ ネ ズミ 


7/。 7//sc/77/5 


ハツ カネ ズミ は ., 次 が 美しく , 陽気 で も の 
お じ し な い 性 質 だ が , 絶え ず 人 間 と の 戦い を 
繰り 返し て き て いる 。 その 意味 で . われ われ 
に は も っ と も 親しみ 深い 動物 で ある 。 家 の 中 
の いた る と ころ に 侵入 し て , 小さ い 鋭 い 歯 を 
使 5W 詩 当 だ 胃 し 半 い 回 かじ り ま わる 。 

ヨー ロッ パ 原 産 の ハツ カネ ズミ は ., 全長 が 
18 セ ンチ で , うち 9 セン チ が 頭 胴 長 で ある 
体毛 は ほとん ど 一 様 な 色調 で , 頭 胴 部 と 尾 の 
背面 は 黄色 み を お び た 灰 色 で , 腹部 に 移る に 
し た が っ て し だ い に 淡 い 色 に な る 。 第 1 白 歯 
が 非常 に 発達 し て いる 。 

大 昔 か ら , ハツ カネ ズミ は いつ も 人 家 の 近 
EC の EAIZeG き Em 万 ド デ テレ ス や 大 アリ 
ニウス も , ハツ カネ ズミ に つい て 述べ て いる 。 
また 13 世 紀 の 哲 学者 で ある 大 アル ベル トゥ ス 


も , この 動物 に つい て その 博識 な と ころ を み 
せ せ で ゆる 。 

今日 で は , ハツ カネ ズミ は 地球 全体 に 分 布 
し て いる 。 人 間 の いく と ころ . 山奥 や 極北 の 
地 に まで も 生息 し て いる 。 どん な 生活 条件 に 
も 適応 する の で 、 人 の 訪れ る と ころ な ら 、 必 
ず ハ ツ カ ネ ズミ が み ら れ る 。 田園 地域 で は 果 
樹 園 や 畑 や 森 に すみ , 都会 地 で は 人 家 や , あ 
ら ゆ る 和 建物 の 中 に 侵入 する 。 

この 小さ な ネズ ミ は 、 人 敏 し ょ うに 走り まわ 
り , 柱 な ど に よじ 登る の も うま く , と ん だ り 
は ね た り し て も 疲れ る こと を 知ら な い 体 力 を 
も っ て いる 。 これ を 飼っ て みれ ば , 絶え ず 動 
きま わっ て いる こと と , すぐ れ た 平衡 感覚 を 
も っ て いる こと が わか る 。 も の を つか むこ と 
の で きる 尾 を も っ て いる 動物 の 常 と し て , 平 
衡 を 保つ の に その 尾 を うま く 使 っ て いる 。 
ハツ カネ ズミ は , 親しみ 深い 動物 で , 丸く 
な っ て 寝 た り , 毛 づ くろ い を し た り , な か な 
か の あい きょう 者 で ある 。 水 は 避 け て いる 
が , 泳ぐ は め に な れ ば うま く 泳 ぐ の で ある 。 
感覚 は と て も よく 発達 し て いて , ご く 小 さ な 
音 で も 聞き つけ る し , 遠く の に お いで も か ぎ 
と る 。 目 は 入間 の ほう が よく 見 える . 

ハツ カネ ズミ は , と に か く よ く 食 べ る 。 砂 
精 菓 子 , 牛乳 , チーズ . 肉 、 脂肪 , 果実 、 帝 
物 な ど が 大 好き で , 何 種類 も の 食べ 物 が ある 
と き に は , いつ も いち ば ん 好き な も の か ら 食 
べ て いく 。 食べ 物 が あり そう な と ころ へ は , 
ドア で あろ うと 羽目 板 で あろ うと , と が っ た 
門 歯 を 使っ て どこ へ で も も ぐり こん で いく 
食べ る と いう 目的 の た め に は 、, 毎晩 か じ リ りつ 


づけ て 通り 道 を つけ て し まう 。 た くさ ん の 食 
べ 物 を 見 つけ る と , 自分 の 巣 に 運び こん で た 
くわ えて お く 。 た めこ む の を 好む と いう 習性 


が ある の だ 


ドウ (a が らら 7 太 水 炎 き 


飲み 物 に も 目 が な い 。 アル コー ル 飲 料 も 好 
き で , 飲み すぎ て トラ に な る ハツ カネ ズミ さ 
え あ る と いう 。 ある 森林 監視 人 は . 1 匹 の ハ 
ツ カ ネ ズミ が デー プル の EE に よし 登っ で きる 
酒 を つい だ 小さ い コ ッ プ に , 何 回 と な く 鼻 づ 
ら を 突っ こむ の を 見 た と いっ て いる 。 や が て 
ネズ ミ は 酔っ た らし く , ぴょ ん ぴょ ん と 跳び 
は ね た り . いろ いろ と 奇妙 な 動作 を し て いた 
UM 

ハツ カネ ズミ は . 蔵書 や 標本 に 取り 返し の 
つか な い 技 害 を 与え る の で . た い へ ん な 害 獣 
と みな され て いる 。 どう し て この よう な 害 を 
呈 え る の か と いう と , その 大 き な 原 因 は , か 
わき で ある と 考え られ る 。 それ は さて お き , 
ハツ カネ ズミ は これ まで , その 害 に つい て ば 
か り 述 べら れ す ぎ た きら い が あ る 。 確か に ., 
ペスト 菌 は ハツ カネ ズミ の 体内 で ふえ る し , 
ペスト の 流行 の 恐ろし い 伝 描 者 で ある と いえ 
る 。 し か し , 同時 に 実験 用 動物 と し て 生理 学 
ト の 多く の 発見 に 寄与 し て いる 点 で , 人 類 に 
と っ て は , 引 重 な 存在 で も ある の だ 。 

ハツ カネ ズミ は 恐ろし い 勢 いで ふえ る 。 母 
ネズ ミ は , 20 日 か ら 24 日 間 の 妊娠 (に ん し ん ) 
期間 を 経て 、 4 一 6 匹 、 と き に は 8 匹 の 子 を 
生む 。 こ の よう な 過程 が , 1 年 間 に 5 6 回 も 
繰り 返さ れる 。 だ か ら 1 匹 の 母 ネ ズミ か ら 、. 








ヨー ロロ バツ カ ネズ SS ネズ さき 亜 目 ポ ズ グミ 科 
作 藤 8 ー10 セン シ チ 。 邦 民 9 センチ ほど で 
前 の ウニ と くら べ で る と その 小さ さる が よく 〈 く わか る 
毎 岸 に も すみ つき , 泳ぎ も うま い 

アガ. 7 7 の Vー ア ガ た さだ 7 が 7 が だ さ 
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1 年 間 に お よそ 30 匹 も の 子 が 生ま れる 
生ま れ た ば か り の 子 ネ ズミ は 小さ く て 無力 
た が 、 成長 は 早い 。 7 日 めか ら 8 日 め に か け 
て 毛 が は え 始 め 、 13 日 め に は 目 が 開き 始め 、 
15 日 め と も な れ ば 、 巣 を 離れ て 自分 で 生活 
て いく 。 母 ネ ズミ は .、 人間 も 及 ば ぬ ほ ど と 
情 を こめ て 子ども の めん どう を み ., どん な 
危険 な 場合 で も た め ら わ ず 、 決 然 と 敵 に 立ち 
向かい 子 を 守る 
ソ カ ネズ は 注目 すべ き 社 
会 組織 が ある 。 それ は . に お い の 印 を つけ . そ 
ッ て 。 なわ 張 り の 境界 を 決め て い 
また 休む と ころ 、. 排 便 の 場所 , 
避難 場所 な ども 細か く 決 め て いる 。 群れ の な 
か の ルー ル は きび し く 和 守ら れ , 破っ た も の は 


上 只 す る 


日 本 特産 の コマ ネズ ミ 


日 本 と 中 国 で は 、 ハツ カネ ズミ は ペッ ト と 
し て 扱わ れ て いる 〔 注 3 j) こ の ネズ ミ に つい 
て 。 次 の よう に 書い た も の が 残っ て いる 

日 本 産 の コマ ネス ミ 〔 注 4 〕) は , 白 と 黒 . 
白 と 区 か っ 色 。 白 と 灰 。 白 と 青 な どの , さま 
ざま な 体 色 を し て いる 。 からだ は 小さ く . 頭 
は 細長 い 。 限 られ た スペ ー ス の な か で , 大 小 
いろ いろ な 円 を 描い て 第 し ょ う まわ る 
の が 特徴 で ある 。 こ の よう な ダン ス は . ふつ 


アオ 本 オガ が (777777/ 


ころ を みせ < 


アナ 7 が 人 A ガ ガリ 








ア 7 7 が 7 7 の V アル た S だ (7 た 太 








2 8 の ズミ が いう し よそ ぞ そろ っ て や 


っ て いる 。 コマ ネズ ミ は 熱中 の あま り , 狂っ 
た よう に 人 走り まわ る こと も ある 

だ 禄 で も 知 う で いる よう に 。 バ が ツ カ ネ ズミ 
の 昔 か ら の 大 敵 は イエ ネコ で ある 。 しかし, 
ッ ク ロ ウ も ハツ カネ ズミ を 表 っ た りす る 。 そ 
6 まだ 。 イツ タチ 類 、 パリ ネス ミ 、 シネ スミ な 
どの 肉食 性 の 動物 が 、 田園 で は わな より も 恐 
ろ し い 敵 に な っ て いる 。 昔 は , イ ヌ が ネズ ミ を 
と る よう に 仕込 まれ た こと も あっ た 。【〔 注 5〕 


ョ ヨーロッパ ヒ メキ ネズ ミ 


イカ oe SY7o77 045 


一 回 S の NE 区 ネズ は ば は 。 バツ 表 ネ ズミ に 
と て も よく 似 て いる 。 からだ も ほとん ど 同 じ 
くら いで , 頭 胴 長 10 セ ンチ 尾長 10 セ ンチ ほ 


ロ 村 、 錠 : 区 : 亜 目 ネズ ミ 科 
大 き な 耳 を 立て て 。 一 瞬 警 戒 の 表情 で ある 
77 7 7 が 777V 7 が た だ さだ 4 が (7 た バド 
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ど で あ る 。 目 は 比較 的 大 きく て , 突き だ し , 
耳 も 大 きく , 前 肢 ( ぜ ん し ) は 後肢 (こう し 
より も 短い 。 地 方 に よっ て , 毛 の 色調 が 変わ 
> てい て, 赤かっ た り 黄 灰色 だ っ た りす る 
腹面 は 白 か ク リー ム 色 で , この 腹部 の 毛 の 毛 
根部 は スレ ー ト の よう な 青み が か っ た 灰色 を 
て いる 
この ネズ ミ は , 極北 地方 を の ぞ く ヨ ー ロ ぃ ヽ ゝ 
パ の 全域 ,。 ア ジア 大 陸 で は 南ア ジア の 大 部 分 
を の ぞい た 地域 。 お よび アフ リカ 北部 に 分 布 
し て いる 
1』ー ロ ッ パ ヒメ ネズ ミ の 視力 は あま り よ く 


な い 。. 昆 映 (こん ちゅ う ), ミ ミズ , 小鳥 , 果 
実 , サクランボ の 核 , クル ミ , ドン グリ , ブ 


ナ の 実 な ど を 食べ る 。 食物 が 足り な いと き に 
は , 若木 の 皮 も 喜ん で 食べ る 

この 種 も また , 冬 の 食料 を た くわ える 。 夜 
に な る と 。 ヨー ロッ パ ヒ メ ネ ズ ミ は 自分 の 半 





(ふん ) を 食べ る が , これ は 必要 な ビタ ミン 
を 補給 する た めで ある 。 こ の ビタ ミン は ., 食 
べ 物 が 間 腸 の な か に と ど ま っ て いる 間 に ., 腸 


内 バク テリ ア に よっ て つく られ た も の で ある 
この 奇妙 な 習性 は , 食 畑 (し ょ く ふ ん ) 性 と 
呼ば れる 

ロー ロッ パ ヒ メ ネ ズ ミ は 夜行 性 で ある 。 寒 
さ の きび し いと き に は . 冬眠 状態 で は な い が , 
上 果 の 中 に ひそ ん で 静か に し て いる 

肉 は 1 年 に 2,3 回 , 4 匹 か ら 6 匹 , と き 

に は 8 匹 の 子 を 生む 。 生ま れ た と き の 子 は 無 
毛 で 、 発育 は か な りお そい か ら , 親 ネ ズミ と 
同じ 色 の 毛 に な る の は , 2 年 め に な っ て か ら 
で ある 

』 ロ ー ロ ッ パ ヒメ ネズ ミ の 個体 数 は , 年 に よ 
ぅ う て の 増減 が 非常 に 激しい が , その 原因 は わ 
か っ て いな い 。 伝 業 病 や 食肉 環 の た め に 減少 
する と か , ある い は 生殖 を 助長 し て きた 環境 


カヤ ネズ ミ 。 ネズ ミ 亜 目 ネ ズミ 科 
体長 6、/ セ ンチ 、 尾長 6 セン チ ほ ど で あ る 
ヨー ロッ パパ と アジ ア の 大 部 分 に す も 
敏 し ょ うな 身 の こ な し で 畑 を 走り まわ り 
前 征 で コム ギ 粒 を 穂 か ら 取 り だ し て 食べ る 
アア 7 7 が 7 の NN 


条件 が 急 に 変化 し た , な どの 原因 が 考え られ る 。 

この ネズ ミ は 。 農村 の 家 に た び た び 出入 り 
し て は 大 き な 損 害 を 与え る . や っ か いな 動物 
で ある 。 変わ っ た 好み を も っ て いて , ニワ ト 
リ 小 屋 に は いっ て ニワ トリ を 食べ る こと が あ 
る 。 な か に は , 酒倉 を 龍 っ て ブドウ 酒 を 飲ん 
で いた と ころ を 見 つか っ た 飲ん べ え の ヨー ロ 
ッ パ ヒメ ネズ ミ も あっ た 。 す っ か り 酔 っ ぱら 
ぅ > た らし く , 変 な 声 を 出し て 鳴き , 人 が 近 づ 
いて も 平気 で 逃げ な か っ た と いう 


カヤ ネズ き MM 7O72VS 7777477745 


カヤ ネズ ミ は , ネズ ミ 科 の な か で いち ば ん 
活発 。 短 し ょ う で , 陽気 で あい きょう の ある 
動物 で ある 。 全長 は . わずか に 13 セ ンチ 余り 
で 、 その うち の お よそ 5.6 セ ンチ が 尾 で ある 。 


か ら だ の 背面 と 尾 は 一 般 に 赤かっ 色 で . 腹面 


り ヤ ネス 
県 野 の 草むら の イク 
耕地 や 穀物 倉庫 に も 。 








サ の 茂み な ど に いる が 
も で ぐり こん で いる 
アリ リリ が た 作 7 
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7 た. 7 人 ム A/ V( 


や 白い 四肢 (し し ) か ら は っ きり と 区 分 され 
て いる 。 し か し , 個体 に よっ て 毛皮 の 色 に 濃 
淡 の 差 が ある 

- の 小さ な ネズ ミ は , 農耕 の 盛ん な 平地 に 
すん で いる 。 し ば し ば , 沼地 .、 トウ の 茂み , 
畑 , 畳 お も て に 使う イグ サ の 茂み な ど に も い 
る 。 カヤ ネズ ミ は , ヨー ロッ パ の 大 部 分 , お 
よび シベ リア か ら 北 ベト ナム 北部 の トン キン 
に いた る アジ ア に 分 布 し て いる 

夏 に な る と ,。 カヤ ネズ ミ は コム ギ 畑 に 侵入 
する 。 ま た , 冬 に は 悪びれ も せ ず に 、 乾 草 倉 や 
坊 物 庫 に 侵入 し て くる 。 こ の ネズ ミ は 冬 の あ 
る 期間 を 冬眠 で は な いと し て も , ま ど ろ ん 
いる よう な 状態 で 過ごす 。 こ の た め , 明か い 


季節 に た くさ ん の 食物 を た めこ ん で お く 
カヤ で 編ん だ 上 巣 


て 
この ネス ミ は 尊 類 や あら ゆる 種類 の 昆虫 
ん ちゅ う ) を 食べ る 。 か ら だ が 小さ い の で 、 


非常 に 速く 走る こと が で き 。 し な っ た りす る 


カ 
0 一 30 オ ナ の 葉 を 合 て % 匂 
愉 よ る 2 『 上: オ 上 果て あ 
本 ェ の 

オ / 





// 放 りす / 有 お 


抄 ら か い草 の 茎 の 上 で も 走り まわ る 。 泳ぎ は 
じょう ず で 。 も ぐる こと も で きる 

カヤ ネズ ミ の 旧 は , 他 の 貴 乳 ( ほ に ゅ う 
動物 が つく る も の に くら べ て ,. は る か に うま 

C て き て いる 。 それ は ., 20 枚 か ら 30 枚 の カヤ 
の 葉 を . 一 種 の 袋 の よう に 編み 合わ せ た も の 
で , 地面 か ら 0.5 一 1 メー トル の 高 さ の と ころ 
の , 瀧本 の 枝 や イグ サ の 茎 に つく る 。 その 形 
や 大 き さ は ガチ ョ ウ の 卵 と よく 似 て いる 

- の 巣 を つく る と き , カヤ ネズ ミ は 葉 を 1 
枚 1 枚 口 に くわ え , と が っ た 門 歯 で 葉 を ずら 
せな が ら ., 10 回 くら いも 引き 裂き ,、 そう し て 
で きた 繊維 で 注意 深く 編み あげ る 。 巣 の 内 側 
に は , イグ サ の 穂 、 綿毛 。 小さ い 鳥 の 羽 な と 
を 敷き つめ る 。 そ うし て で き あ が っ た 東 に は . 
横 の 小さ な 穴 か ら 出 入り する 。 巣 を つく る 材 


料 は ,、 ふつ う 巣 の まわ り に ある 植物 の 葉 な の 


江 見 され に くい 
- こ の ネス ズ スミ は 1 年 に 2.3 回 。 3 匹 か ら 7 匹 


の 子 を 生き 





$+ 
f 


7 7 が 7 70V アガ 7 だ 7 が (7777 がく 


6 





日 


2 。 に 
も 7 
か 













ろ の 還 チ 内 長 〈 
ド 1 息 3 て, 後肢 が よ 
チ 1 国 で は 


) 和 算 の 複利 計算 方 法 に 


) を セ ゲ し て いる こと は , 





> 
) み て ある 
者 を 与え る の て 害 獣 と され て いる 。 
つけ 


われ われ 人 間 に と り 笠 


ア か ら 北 アフ リカ に 延び る 
夜間 に 活動 し 。 ほぼ 完 
ネズ ミ 
名 まえ か ら も わか る 
容 い で ある 
7 / が CAR70W 


られ 7 








クマ ネス ミ 属 が zzs 


クマ ネズ ミ 属 は . 120 種 を ふく むむ 大 き な 属 
で ある が ,. ここ で は その な か か ら , クマ ネズ 


ミ と ドブ ネズ ミミ に つゆ で 述べ で が よう 
クマ ネス ミ As 7g7 が 7S 


クマ ネズ ミ の か ら だ の 色 は , 背面 が 濃い 青 
み の あ る 灰色 か ら 湊 い か っ 色 . 腹面 は 灰色 ま 
た は 黄 か っ 色 で ある 。 頭 胴 長 は 16 一 23 セ ンチ 
尾長 は 一 般 に 頭 胴 長 よ り も 長く . 19 一 25 セ ン 
チ あ る 

クマ ネズ ミ に つい て の 評価 は , 時 代 に よっ 
て , また ,. 人 に よっ て ずい ぶん 違う 。 あ る 人 
は , クマ ネズ ミ が 《 き わ め て あい きょう が よ 
い の で ,。 も っ と な じみ に な り た い 》 と さえ 述 
べ て いる 。 と ころ が , 別 の 人 は クマ ネズ ミ を 
きら っ て いる と 書い て いる 。 その ころ は , ち 
よう どこ の ネズ ミ に よる 被害 が 目だっ て いた 
か ら で あ る 。(〔 注 6〕 

この ネズ ミ の 原産 地 は イラ ン ら し い 、。 今 で 
も イラ ン な と ど に は , た くさ ん いる 1』ー ロ ッ 
パ に 来 て か ら 、 大 型 の 家 ネ ズミ で ある トブ ネ 
ズミ に 追い は よら われ る まで は , な ん と いっ て 
も 家 ネ ズミ と し て は いち ば ん い ば っ て いた 

今日 で は クマ ネズ ミ は , 人 類 が 足跡 を し る 
し た と ころ に は , 月 面 を の ぞ け ば どこ に で も 


いる 
ドブ ネズ ミ と の 敵対 関係 


ドブ ネズ ミ ほ ど に は 侵 路 的 。 攻撃 的 で は な 
い の で ,、 な わ 上 張り を 譲っ て 競争 相手 が 近づか 
な いよ うな と ころ に 避難 を し た りす る 。 クマ 
ネス ミ は お も に , 家屋 の 高い 、 か わい た と こ 
ろ , つま り 屋 根 裏 を 好 ん で すん で いる 。 こ の 
た め に 。 穴 倉 と か 下水 と か , 湿っ た と ころ の 
好き な ドブ ネズ ミ と は 張り 合わ な く て すむ の 
で ある 

クマ ネズ ミ は 雑食 性 の 大 食 渓 で , 動物 質 だ 
ろう と 植物 質 だ ろう と か まわ ず に 食べ る し 、 
腐っ た 肉 で も ウシ の ふん で も 食べ る 。 と き に 
は 共食い も する 。 夜行 性 で 高い と ころ に よ 
じ 登 る の が うま い 。 集団 で 生活 し て いて , 避 
や 尊 依 や 天井 に 巣 を つく る 

季節 に は 関係 な く 繁殖 し 、 20 一 24 日 の 妊娠 
(に ん し ん ) 期間 で 。 5 匹 か ら 12 匹 の 子 を 生 
心 。 こ れ が 1 年 間 に 3 回 か ら 5 回 も 繰り 返さ 
れる の だ か ら ., その 子 反 の ふえ 方 は すさ まし 
いも の に な る と いえ る 。 寿 命 は 7 年 くら いで 


ある 





ョ ヨー ロッ パパ ヒメ ネズ ミ ネズ ミ 時 目 
黒い 大 き な 暗 だ が ,。 視力 は 死 ( 夜行 性 で ある 








さき や か に 


長い 尾 は ,60 個 も の 輸 環 に 細か 


人 家 の 天 井 


理 な ど に すみ 


走り まわ る の は 、 こ 
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19 








の 雌 は 1 年間 に 約 
合 で 子 を 生む 
E) 舌 と 強い 母性 本 能 が 
な 繁殖 を 助け る 


体長 27 セ ンチ , 尾長 22 セ ンチ で ある ., 





トブ ネス ミ Azzzs 07 の 6g7CZ4S 


ドブ ネズ ミ は , クマ ネズ ミ に くら べ る と 鼻 
先 の と が り が 少な く , 耳 は 小さ い ( 注 7 〕。 尾 
は や や 短く , 尾長 は 体長 を 越え る こと が な い 
し , か ら だ は クマ ネズ ミ よ り も ずん ぐ リ し て 
いて 、 指 の 間 に か すか に 水 か き が 認め られ る 
以上 の 諸点 で . クマ ネズ ミ と は 区 別 で きる 。 

全長 は 49 セ ンチ ほど で , その うち 22 セ ンチ 
くら い が 尾 で ある (〔 注 8 )) か ら だ の 色 は , 上 
部 が 灰 か っ 色 で 下部 は 白色 に 近い 。 わき 腹 は 
費 色 が か っ た 灰色 で . 尾 は 輪状 に 並ん だ うろ 
こと こ で お お われ て いる 。 突然 変異 で .。 か ら だ の 
色 が 黒く な っ た り , また は 白く な っ た り し た 
ネズ ミ も いる 。 

《 デ キュ マン ネズ ミ 〉 一 デ キュ マン と は 吉 

代 ロ ー マ の 収税 更 一 一 と も 呼ば れる この ネズ 
ミ の 原産 地 は , アジ ア , も っ と 上 厳密 に いう と 
ィ ン ド お よび イラ ン あ た り と 考え られ る 。 デ 
キュ マン ネズ ミ と 呼ば れる の は , 収税 史 の よ 
うに , 傘 赦 な く 収 穫 物 を さら っ て いく と いう 
こと な の だ ろう 。 ロー マ 時 代 に は すでに 知ら 
れ て いた わけ だ が , これ を 《 カ スピ ネズ ミ )》 
と も いっ て いた こと か ら , カス ピ 海 付近 の も 
の が 知ら れ て いた らし い 。 古い 記述 に よれ ば 、, 
ドブ ネズ ミ は 大 集団 を つく っ て 移住 し た が 
い に 前 の ネズ ミ の 尾 を 口 に くわ えな が ら 川 を 
泳ぎ 渡る と いう こと で ある 

ドブ ネズ ミ は , いつ カス ピ 海 の 岸 べ か ら ヨ 


カリ 


ロッ パ に 侵入 し た の だ ろう か 。 18 世 紀 に は 
すでに , 大 群 が ボ ル ガ 川 を 渡 リ 、 ヨー ロッ パ 
に は いっ て いた 。 そし て , 1732 年 に は イ ギ リ 
ス に 上 陸 し , 1750 年 に は 東 プ ロ シア (ポー ラ 
ジ ド 。 東ドイツ ) に 現われ た 。 パリ で み ら れ 
た の が 1753 年 , スイ ス に は 1809 年 に 現われ た 
1755 年 以来 。 北ア メリ カカ に も ひろ が っ た 。 今 
日 で は この ネズ ミ は 地球 上 いた る と ころ に 生 
忠 し て お り , 不毛 の 離れ 島 に さえ いる 

ドブ ネズ ミ の 習性 は クマ ネズ ミ に よく 似 て 
いる 。 これ か ら 述 べ る 習性 は , 両方 の 種 に 共 
通し た も の で ある 。 た だ 1 つ 違 っ て いる 点 は , 
クマ ネズ ミ が 家 と か 納屋 の 上 部 や 尾根 裏 が 好 
き な の に 対し て . ドブ ネズ ミ は 建物 の 下部 や 
混 気 の 多い 穴 倉 . 下水 、 お 墓 の 穴 、 川 の 岸 な 
ど が 好き だ と いう 点 で ある 

し か し , どちら の 種 も , 食べ 物 に あり つく 
た め に . いつ も 人 間 の 住居 の 近く に すみ つこ 
の 9 る の) 

と て も きた な いと ころ に ひそ ん で いる の で 
病気 を うつ す 元 凶 と され る の も 当然 で ある 
大 胆 で 、 有 害 で . どん な 障害 に も ひる むこ と 
が な い 。 カ シ の 木 の 没 で も 厚い 壁 で も , ネズ 


ミ の 歯 の 前 に は か な わな い 


な ん で も 食べ る が . と くに 人 間 の 食べ る も 
の や 飲む も の が 好き だ 。 その うえ ., 腐っ た 陵 
の よう な , 気持 の 悪い 残り も の で も むさ ぼる 
よう に 食べ る 。 また 皮革 。 穀物 , 木 の 皮 な ど 
が 好物 で ある 。 食べ に くい も の で も , 少し ず 
うか し っ て 食べ て し まう 。 自分 より も 大 き な 
動物 て も . うと うと 眠り か け て いる よう な と 


き に 前 いか か る こと が ある 
し ぶ と いい 生命力 


この よう な すさ まじ い 特 性 を も っ た ドブ ネ 
スミ が , ある 地域 で ふえ すぎ て し まう と , 英 
ろ し い 害 獣 と な っ て し まう 。 ネ ズミ は どん な 
班 の 毅 に も は いり こむ の で , 船員 た ち に は 迷 


和義 な 動物 で ある 





19 世 紀 の 極 地 探検 宗 ケ ー ン の 船 が 北極 に 向 
け て 航行 し て いた と き , 北緯 80O 度 あたり で 氷 
に 閉じ こめ られ て し まっ た 。 その と き 船 の 中 
に 巣 食 っ て いた ドブ ネズ ミ が 。 非常 に ふえ て 
し まっ て , 船 守 の 中 に まで は いっ て きた 。 船 
員 た ち は 硫 黄 、 學 素 な ど を た いて , その 煙 で 
ネズ スミ を 窒息 させ て し まお うと し た 。 船内 に 
- 晩 し ゆう 煙 が た ちこ め て いた 

と ころ で 夜 が 明け て みる と , 死ん だ ドブ プ ネ 
スミ は わずか 20 匹 だ け だ っ た 。 生き 残っ た ネ 
まん ど ほ ず ご どい 早 き で 区 だ 。 名 て 
で 船員 た ち は , 強く て 勇ましい イヌ を 船倉 へ 
放し た 。 ま も な くそ の イヌ も やりきれない 
よう な 悲鳴 を あげ 始め た 。 船倉 か ら 出 し て み 
た と ころ , 足 の うら を ネズ ミ に か じ ら れ て い 
た 。 最 後に キツ ネ を つか まえ て き て イヌ の 代 
わり に 船倉 に 入れ た と ころ , こん ど は ネズ ミ 
を 次 々 と 食べ た と いう こと で ある 

これ ら の ネズ ミ は と て も 活発 で , 速 く 走り , 
よし 登る の も うま い 。 すべすべ し た 避 さ えも 
浴 る こと が で きる 。 そ の 際 に は , 尾 の うろ こ 
を 壁 の 面 に 垂直 に 立て て ささ え に す る 。 泳い 
だ り 跳 ん だ りす る こと も うま く . 長く は 続か 
な い が 穴 を 掘る こと も で きる 。 感覚 ,。 と くに 
聴覚 、 別 党 (きゅう か く ), 味覚 が よく 発達 【 
こい る 。 利口 な うえ に 悪 知 恵 も は た らく 。』7 
と えば 1 つの ニワ トリ の 卵 を 1 匹 が 前 足 で 
は さ み 、。 も う 1 匹 が 尾 を 巻き つけ て 。 卵 を こ 
わ さ ず に 引っ 張っ て 運ん で いく こと が で きる 
と いう 話 も ある 

妊娠 (に ん し ん ) 期間 は お よそ 1 か 月 で , 
1 腹 に は ふつ う 5 匹 、 記録 で は 22 匹 も の 子 を 
生ん だ と いう の が ある 。 子 ネズ ミ は か わい く . 
あい きょう が あっ 
= ミ は 子ども を や さ し く 世話 し て , 惜しみ な 


人 に 好 か れる 。 母 ネズ 


愛情 を そそ ぐ SS の 226 人 ベ ミ の ほう は ほ ょ 
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いえ ば 。 いう も 半 を 食い 殺 そ うと ば か り に ね 


らち つが ぴる 


ネズ ミ の 土 様 


野生 の ドブ ネズ ミ は 。 非常 に お も し ろ い 行 
動 を する こと が ある 。 そ の 1 つ に , た くさ ん 
の ドブ ネズ ミ が 集まっ て ,. た が い に 離 れ ら れ 
な いよ うに 尾 が か ら み あっ た まま の も の が あ 
る 。 こ の か ら み あっ た 群れ を 《 ネ ズミ の 王様 
と 呼ぶ 。 菩 の 人 は , ネズ ミ の 王様 が 、 この 皇 
ける 玉座 か ら 家 来 を 支配 し た と 考え た か ら だ 
な ぜ こ ん な 奇妙 な 行動 を する か は 不明 で ある 

お そら く は 、 何 匹 か の ネズ ミ の 尾 が 化 腰 し 、 
その 分 泌 (ぶん ぴ ) 物 が 固まっ た た め ,. た が 
い に は りつ いて し まっ た も の と 考え られ る 


ネ 

ナ ろ キ 「 K 道 や 口 な ヵ 〆 
不潔 な 場所 と 秀 る 復 す る て 
染 病 原 菌 の 恐る べき 媒介 者 と ヵ 


アル 40 だ 7 777 


2 





東ドイツ の アル テン ブル ク に ., 27 匹 の ネズ ミ 
に よる 《 ネ ズミ の 王様 〉 の 標本 が 保存 され て 
いる 。 か わい そう な こと に , 尾 が か ら み あっ 
た これ ら の ネズ ミ は 自分 た ち で は えさ を 捜せ 
な い の で , 毎 日 仲間 に 養っ て も ら っ た と いう 
告 か ら 人 間 は いろ いろ な わな や 大 が か り 
な 狩り だ し を や っ て ,. ドブ ネズ ミ の 害 を 防 こ 
うと 努め て きた 。 しかし, な ん と いっ て も い 
ちば ん 効率 の よい ネズ ミ と り は ., 
多少 、 ラジ 、 イネ ヨコ 5 


た ク 4 Ip 周 
ハケ タカ 
な どの 天敵 で ある 。 し か し , ネズ ミ の 大 敵 < 
いわ れる ネコ も , 相手 が ドブ ネズ ミ と も な る 
と ,、 あえ て か か ろう と は し な いこ と も ある 


ウル 


モグ クラ ネズ ス ミ 科 
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モグ ラ ネ ズ ミ 科 の ネズ ミ は ., 
徴 を も っ て いる 

@ 外観 は モグ ラ に 似 て 、 地 中 で 生活 する の 

に 適し て いる 。 

@ 日 は 退化 し て いて , 日 の 構造 は ある が 、 

皮膚 で お お われ て いる た め に ほとん ど ご 見 る 


次 の よう な 特 


ご と は で きだ ない 。 

@ 耳 介 ( じ か い ) が 退化 し て いる 。 
@ 尾 は 短い か .、 また は ほとん ど 
いる こと も ある 

この 科 の ネズ ミ は , 東 ヨ ー ロ ッ パ , 西 ア ジ 
ア 、 エジプト の 草原 に 生息 し て お り , 1 属 3 
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種 が ある が , ここ で は モグ ラ ネ ズ ミ に つい て 
述べ よう 
プッ た を Sp/r /ccoo7 
モグ ラ ネ ズ ミ は ,。 この 科 の な か で も っ と 
よく 知ら れ て いる 種 で ある 。 体 長 は お よそ 22 
セン チ あ り , 尾 は きわ め て 短く , は っ きり 見 


分 けら れ な い 場 合 が 多い 。 頭 の ほう が 胴 よ り 
も 大 きく . 鼻先 は 丸み を も っ て いる 。 頭骨 の 
後頭 部 は 、 丸み を 失っ て 断ち 切れ た よう に な 
ぅ > て いる の が 特徴 で ある 
の 筋肉 が つい て いる 
鼻先 は が ん じょう で 、 鼻 了 所 は まる く 、 た が 
い に 離 れ て いる 。 目 は 皮膚 の 下 に 隠れ て みえ 
な い 。 門 歯 は 大 きく て . し か も か た く ,、 ロ の 
外 に 突き だ し て いる の で も の を か じ る の に 
は つ ご う が よ い 。 門 歯 の 先端 は メス の よう に 
と が っ て いる 
足 は 短く, 


頭 朋 の その 部 分 に 


大 き な か た いつ め が あ り , 穴 を 
掘る の に むい て いる 。 前 足 の 指 は た が い に 離 
れ て いる が , 指 の 基部 は 水 か き の よ うな 膜 で 
結び 合わ され て いる 

か ら だ は , 厚い な め ら か な 黄 か っ 色 の 毛 で 
包ま れ , その 色調 は 光 に 反射 し て 灰色 に みえ 
る 。 腹部 は 灰色 で , 頭 の 両側 に は か た い 毛 が 
ある 。 こ の 毛 は ., 見 孔 の 付近 か ら は じ ま っ て 
目 の と ころ まで , まる で 一 種 の ブラ シ の よう 
に の びている 

モグ ラ ネ ズ ミ は ヨー ロッ パ 南 東部 、 お よび 
小 ア ジア に すん で いる 。 また ソビエト 南部 に 








ミ 亜 目 モ グラ ネズ ミ 科 。 
体長 約 22 セ ンチ , 尾 は 退化 し て ほとん 
電 昌 は 抽 まま 9 で 目 は 視力 を 失い 


モグ ラ ネ ズ ミ 。 ネス 


rc 
[oz 
と 





は 


小さ Mk 門 歯 は 強大 で どん な も の も か し る 。 
の 指 に ある 大 き な か た いつ め て を 掘る 。 


7 訂 / た が CC NON 
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| 民 


は 広く 分 布 し ギリ シャ や ユー ゴス ラビ ア に 
も いる 。 こ うみ る と , か れ ら は も っ と も 肥 決 
な 地域 に 生息 し て いる わけ で ある 

地下 の 巣 穴 は 、 た くさ ん の 枝 道 に 分 か れ て 
いる が , モグ ラ ネ ズ ミ の いる と ころ は 盛り 土 
が で き て いる の で すぐ わか る 。 こ の 掘り だ さ 


れ た 土 は 、 モグ ラ の も の より も は る か に 多く . 
し か も 玉 道 の 中 は , 土 が て いね い に な ら さ れ 
て いる 


2 階 建て の 地下 住宅 


果 穴 の 第 1 層 に は , 水平 に 300 メー トル に 
も 及ぶ ぶ 琉 道 が 掘り ぬか れ て いる 。 モ グラ ネズ 
ミ は , この 寺 道 の 中 で 、 主 食 で ある 草木 の 根 
を 食べ る 

1 本 か 2 本 ある 縦 欠 で 下 へ お り る と , 第 2 
層 の 水平 な 玩 道 に いけ る 。 この 第 2 層 の 深 さ 
は その 地域 の 気候 に よっ て 浅かっ た り 深 か 
> た りす る が . と に か く 寺 道 の まん 中 に は 居 
室 が ある - 靖 生か 人 本 か の 生 39 
る が , これ ら は すべ て 行き づま り の 袋小路 に 
それ ら の 道 は 、 便所 や 冬 の 間 の 
食料 を た くわ えて お く 倉 庫 と し て 使わ れる の 
で ある 

巣 穴 は いつ で も 非常 に 清潔 で ある 。 も し 
1 本 の 側 道 に 水 と か , 害 を する 虫 が は いっ て 
きた と き に は , モグ ラ ネ ズ ミ は その 側 道 を 土 
で 有閑 UG め で じ ま う 。 モグ ラボ お 同 芝 ある に 。 
グラ ネズ ミ も 1 匹 ず つ 生 活 し て いる 。 し か 
し その 旧 穴 は 仲 問 の 巣 穴 か ら は あま り 離 れ 
て いな い 

繁殖 期 に な る と , 
浴 を する 。 少 


な っ で いる 


よく 地上 に 出 て き て 日 光 

で も あぶ な いと 感じ る と , 巣 
穴 に 逃げ こん で し まう 。 逃げ る ひま の な いと 
き は , どこ で も か まわ ず 穴 を 掘り 始め , また 
た くま に 姿 を 消す 。 地下 道 か ら 出 て くる の は , 
朝 か 夜 で ある 。 

モグ ラ ネ ズ ミ は , 視力 は 弱い けれ ども , き 
わ め て か すか な 音 で も 聞き つけ る こと の で き 
る ,、 すぐ れ た 聴覚 を 使っ て 動き まわ る 。 

穴 の 中 に 逃げ こむ と は いっ て も , 案外 勇敢 
で , けん か 好き で ある 。 敵 に 出会っ た と き に 
は 歯 を き し ら せ , 《 フ ッ フ ッ 》 と 息 を 吹き か 
け て ,。 め くら めっぽう に か みつ いて いく こと 
も ある 

食べ 物 は も っ ぱら 植物 質 の も の , と くに い 
ろ い ろ な 植物 の 根 を 食べ る 。 

そん な 食べ 物 の な いと き に は ., 木 の 皮 を も 
食べ て 生き て いく 。 冬眠 は し な いか ら , 地下 
の 琉 道 に は 、 それ ほど た くさ ん の 食糧 は た く 
わ え て は いな い 

凌 は と て も 細い 根 で 居室 に 巣 を つく り , そ 
こ で 夏 に 2 匹 か ら 4 匹 の 子 を 生む 。 


キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 
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キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 に は 交 の よう な 特徴 が ある 
@$ か ら だ は - 般 に 、 小型 な いし は 中 型 

@ 体 形 は 、 ハ タネ ズミ や ハム スタ ー の よう 
に ずん ぐり し た も の か ら . 細長 いも の まで 


いろ いろ ある 


@ 晶 歯 (きゅう し ) に は 、 吹 頭 ( こ う ) 
が 終 に 2 列 に 並ん だ 歯 紋 が ある 
ハム スタ キヌ な ゲ ネ ズ ミ と も いう 


の 仲間 は 、 いろ いろ な 環境 の と ころ に 生息 し 
て いる 。 オ ー ス トラ リア や 一 部 の 島々 を の ぞ 
いて は . 地球 上 の ほとん ど 全 域 に 分 布 し て い 
る 〔 注 9 )。 こ の 科 に 属し て いる 種 の 数 は きわ 
め て 多く 、 路 乳 ( ほ に ゅ う ) 類 の な か で いち 
ば ん の 大 世 葵 で 、98 属 、 570 種 全 り ある 
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ハタ ネス ミ 属 


ハタ ネズ ミ 属 と . それ に 近い ミズ ハタ ネズ 


ミ 属 と は .、 た いて い 小 さく て 形 が よく 似 て お 


り 、 それ ぞ れ に 数 種 ず つい る 。 これら が 一 般 
に は ハタ ネズ ミ と 総称 され て いる 

ネズ ミ 科 の 動物 と の 大 き な 人 違い は . か ら た 
が ずん ぐり と 太っ て いて , 頭 が 大 きく 、 也 は 
EE の 下 に 隠れ る か わずか に も モ の 上 に の ぞ く 程 
度 で ある こと . 尾 は 短く て せい ぜ い 頭 胴 長 の 
3 分 の 2 に すぎ な いこ と な どの 点 で ある 。 歯 
と 和 骨格 に も それ ぞ れ 違い が ある 

ハタ ネズ ミ は . 平地 に も 山地 に も また 
地 に も 荒地 に も すみ , 畑 、 牧 場 、 川 岸 、 湖 や 
池 な ど に み ら れ る 。 自分 で 巣 穴 を 掘っ て すん 
で いて 、。 家畜 の 小屋 や 干し 草 を 入れ た 倉 に 伝 
入 す る こと は . ほとん ど な い 。 人 家 の 庭 へ 探 
栓 に や っ て くる こと も な い 。 よく た くさ ん 集 
示 つ で 雑 れ を つく っ で て いる 。 食べ る も の は , 
お も に 植物 質 の も の で ある が .、 ある 種 で は 動 
物質 の も の も 食べ る 。 冬眠 は し な い が 、 冬 に 
そなえ て 大 量 の 食物 を た くわ える 

歯 に は 3 対 の 昨 歯 が あり 、 ハムスター な ど 
で は 自 歯 の 咽 只 面 に 、 小 史 頭 が 2 列 に 並ん で 
いる が . この ハタ ネズ ミ 属 で は 、 その 小 吹 頭 
が すり 減っ た 状態 に な っ て いて . 繊維 を 食べ 


る の に 適し て いる 
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か な り 特 徴 の あ 
る 姿 を し て いる 。 全 長 は 14 セ ンチ . 
3 、4 セン チ が 尾 で ある 。 体毛 の 主 調 は 2 色 
で 、 背面 は 黄 灰 色 で あり わき腹 で は 淡色 < 
な り 、 腹面 は くす ん だ 折 合 色 を し . 四肢 1 
し ) は 由 っ ぽい 

この 動物 は 、 ヨー ロ 、 
東部 に 分 布 し 、 ア ジア で は , モン ゴル や 中 国 
東北 部 に まで み ら れ る 

山地 より は 平地 に 多い が 、 高 山 常 に も み ら 


アル バリ スハ タネ ズミ は 、. 


その うち 


パ で は 中 央 部 お より 


れ .、 アル ブス な ど で は 海抜 2000 メ ー ト ル の あ 
た り に も いる 。 畑 や 草原 が 好き で 、 か わい 』/ 


上 地 の な か に 上 巣 穴 を 掘り 、 あ まり 深く な い }j 
道 を た くさ ざん づつ くっ て いる 。 4 つか ら 6 つ の 
縦 欠 が 巣 欠 と つなが っ て お り 、 そ の 細い 壇 道 
で 巣 穴 と 地上 と を 結ん で いる 

秋 に な る と 、 穀物 を 積み あげ た 下 に 身 を 因 
し た り 、 た ま に は . 家 の 中 や 納屋 、 家畜 小屋 
穴 倉 な ど に は いり こむ こと も ある 





ロッ パパ ヤ チ ネス 07c7777 の 7 の 74YS gz7co77 ゃ 


ネス ミ 亜 目 キ メ ゲ ネズ スミ 和 


体長 9 一 11 セ ンチ 、 尾長 4、5 セ ィ 
体重 は 13 一 33 ク ラム と ご (軽い か わい い 動 物 ? 


アガ ナガ 7 だ 7 ハハ 
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13 - 


18 








ロ ヤナ ネス ネズ ミ 亜 目 キ ヌ ゲ ネズ ミ 科 』ー ロ ハタ ネス 7c7o744S gg7eS77S 
背中 の 毛 が あ ざ や か な 色 を し て いる の が 特徴 で ある ネズ ミ 亜 上 月 キ を ヌ ゲ ネズ ミ 科 
和 林 に すみ 夜 問 活動 する が 体長 12。13 セ ンチ . 尾長 は 体長 の 半分 ほど で ある 
農作物 に は 害 を 与え な い 。( 上 ヨー ロッ ノ パ に の み 生 上 息 す る 選 


2/ 訂 胡 り 月 / す / アガ プリ 7 が AA ガイ 7 


の 下 で 琉 道 を 整え な が ら 生 活 す る が . 秋 の 障 
こ 殺 物 や その 他 の 草 の 実 を 集め て た めこ ん で 
お く 

食糧 が 上 足り な く な る と , 近く の 畑 に 移っ て 
いく が , と き に は ., 大 き な 集 団 を つく っ て 。, 
山川 を 越え て 地方 か ら 地 方 へ と 荒らし まわ っ 
て いく こと も ある 。 

この ハタ ネズ ミ は ., 走る の が 速く , 泳ぐ の 
も うま い 。 と ころ が 木 登り は へ た で , 木 に は 
めった に 人 基 ら な い 。 穴 を 掘る こと に か け て は . 
疲れ 知ら ず で , し か も 掘り 方 の うま さ は , ほ 
か の どん な ネズ ミ に も 負け な い 

食物 を 求め て 遠く へ いく の は ., 朝 と 夕方 だ 
け で ある 。 生活 環境 と し て は , 温度 が 高く 乾 
嘆 し て いる こと が 必要 で , 湿気 の 多い の は 侍 
物 で ある 


広い 畑 も 食い つぶ す 


アルバ リス ハタ ネズ ミ は , 植物 質 の も の を 
当たり し だ い に 食 べ る 。 と り わ け 灯 類 が 好 
きだ が , 草 、 小 さい 植物 、 葉 , 根 , ブナ や ク 
ルミ の 実 、。 カ ブラ , ジャガイモ, ムギ な ども 
食べ る 。 コ ムギ が 熟す ころ に は , た くさ ん の 
アル バリ スハ タネ ズミ が 畑 に 集まっ て くる 。 

]』 ムギ の 茎 を か じ っ て 倒し , 穂 を 食い 切っ て 
巣 に 運ん で いく 。 

真冬 の 間 は 仮眠 状態 に は いり , と きど き 目 
を さま す 。 し か し , 冬 で も 明 か い 地 方 に いる 
も の は 冬眠 し な い 。 たい へ ん な 大 ぐら いで . 
た くさ ん 食べ な いと 満足 し な い 。 こ の ネズ ミ 
は , 絶対 に 水 が な く て は いら れ な い 

また ., 非常 に 仲間 どう し の つき あい が よく . 
ほとん どい つも つが いで 暮らし , きわ め て 早 
い 周 期 で ふえ て いく 。 その 上 昌 は , あま り 深 く 
な い 地 中 に つく られ . 草 や 細か く 肌 い た 茎 , 
ュ 」 ケ な ど が 詰め こん で ある 。 毎年 4 月 ころ に 
4 一 8 匹 の 子 を 生む 

臭 の 前 に は さら に 、 4 一 6 匹 の 子 を 生む 
この 子ども の 生ま れる ころ に は 。 4 月 に 生ま 
れ た 子 ネ ズミ は も う 生 殖 能 力 を も つ ほ ど に 成 
長 し て いる 。 

か つて ヨー ロッ パ の ある 村 で , アル バリ ス 
ハタ ネズ ミ が 途方 も な く ふ えた こと が あっ た 
村民 の 必死 の ネズ ミ 狩 り も むなしく , 畑 の 作 
物 は 全部 な く な っ て し まい , その うえ 何 千 へ 
クタ ー ル も の 土地 が 農耕 に 適さ な く な っ て し 
まっ た 。 村 当 局 は , あら ゆる 手段 を 講じ て 努 
カカ を し た が , 防ぎ きる こと が で き な か っ た の 
で ある 

また , その 辺 に すん で いた 他 の 動物 た ち も , 
アル バリ スハ タネ ズミ の お か げ で すみ か を こ 
わ さ れ , 食物 を 礁 われ て 大 打撃 を 受け た の だ 

) 


ユキ ハタ ネス ミ  /77/7oz/s od/ が s 


+ キハ タネ ズミ は 。 きわ め て 小さ い ネ ズミ 
で ある 。 全長 は 18 セ ンチ た ら ず で , その うち 
の 5 一 7 セン チ は 尾 で ある 。 体毛 は さか 立っ て 
お ずり, 色調 は さま ざま で ある が , た いて い は , 
音 面 が 灰 か っ 色 ., 腹面 が 灰白色 に な っ て いる 。 

この ネズ ミ は アル プス 山脈 の 。 し ば し ば 標 
高 4700 メ ー ト ル も の と ころ に すみ , その ほか 
f 多 リア の アボ ベニ シ 山 脈 。 ララ シス ,。 ス ペイ 
ン 国 境 の ピレネー 山脈 な どの いく つか の 山々 、 
トド トルコ). ヨー カサ スズ や トル キズ タン な ど ツ ビ 
F ト の 高地 に も 分 布 し て いる 

アル プス で は . ユキ ハタ ネズ ミ は 植物 の は 
えて いる 限界 に まで 達し て いる 。 まさに 万 全 
雪が お わっ て いる と ころ で ある 。 草 の あ る と 
ころ や . 高山 植物 が し ょ ぼ し ょ ぼ と は えて い 
る 岩場 や 、 山 頂 に 通ずる 斜面 や . あちこち 委 
の と けた 雪原 の まん 中 に すみ つく 

1 キハ タネ ズミ は , アル プス の 短い 夏 を , 
ひっ そり と 過ごす だ け で は な い 。 9 か 月 か ら 
10 か 月 に も 及ぶ 冬 の 間 も , ここ に と ど ま っ て 
いる 。 冬 に は , 雪 の 下 に 特殊 な 寺 道 を 掘っ て 
隠れ て いる 。 夏 の 問 に た くわ えて お いた 草 な 
ど が な く な る と 、 玩 道 を 走り まわ っ て 根 を 提 
す 。 肉食 は せ ず 、 も っ ぱら 植物 質 の も の を 食 
べ る の で その 違 難 場所 に は , リン ドウ , タ 
カネ ワレ モコ ウ な どの 植物 の 茎 や 根 が いっ ば ぱ 
い 詰 め ら れ て いる 


+ キハ タネ ズミ の いる よう な 高山 に まで も , 
あえ て は いっ て いく よう な 動物 は ほとん どい 
な い が , その あたり で も , 大 敵 で ある イタ チ 
や テン を 見 受け る こと は よく ある 。 夏 は 上 巣 容 


の 中 で 、 4 匹 か ら 7 匹 の 子 を 養っ て いる 





鐘 氷 デミ キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 +- キ ハタ ダネ ズミ キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 ハタ ネズ ミ 謝 
% 未 ス 属 。 体 長 12 セ ンチ , 尾長 4 セン チ で ある 体長 11 一 13 セ ンチ 尾長 5 一 7 セン チ あ る 
ル ミ の 実 , ジャ ガイ モ , ムギ な ど が 好き て だ ルス 。 の , ピレネー 山脈 な ど に も すみ 
収 の 時 期 に は 群れ を な し 。 畑 に 損害 を 与え る 鐘 も 夏 も 高山 を わが も の 顔 に 走り まわ る 13 一 19 


アプ リオ が 人 ガイ アガ 4 が C79 の 0 の 
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カラ ー ペ ー ジ 解説 


日 本 の ネズ ミ (1) 


ーー 北海 道産 の 野 ネ ズミ 





徳田 御 松 

第 12 号 、 第 13 号 の 本 文 で 外国 の ネズ ミ 
に つい て 述べ た の で , ここ で は , 日 本 の 
ネズ ミ を 解説 し た い 。 

日 本 産 の ネズ ミ の うち 、 台所 や 天井 婁 
に 出没 する 大 型 の 家 ネ ズミ は , ドブ ネズ 
ミ ,、 ク マネ ズミ と も 本 文 に ある の と 同じ 
種 で 、 世 界 共 通 種 で ある か ら こ こ で は 説 
明 し な い が 、 ハツカネズミ は ヨー ロッ パ 
の も の と は 違っ て いる 。 


日 本 の ハツ カネ ズミ 


日 本 の ハツ カネ ズミ /4s wo/osszzZy 
は , ヨー ロッ パ 種 に くら べ て か ら だ が や 
や 小さ い 。 体長 は 8 セン チ く らい 、 尾 は 
体長 より も や や 短い 。 か ら だ の 色 は ね ず 
み 色 で , 白い も の は 突然 変異 で 生じ た も 
の で ある 。 分布 は 日 本 だ け で な く 朝 鮮 、 
中 国 の 全土 に 及 ん で いる 

大 型 の 家 ネ ズミ で ある ドブ ネズ ミ と ク 
マネ ズミ と の 間 で は 、 た が い に 排 他 的 で 

っ て 共存 し な い 。 そ の こと は 小型 の 家 
ネズ ミ で ある ハツ カネ ズミ に つい て も い 
える 。 

大 型 の 家 ネ ズミ が 家 の 中 に すむ た め 
に ,、 ハツ カネ ズミ は た い が い 家 上 屋 の 周辺 
部 に すむ 。 農 村 な ど で は 畑 の 周辺 に も す 
ん で いる 。 そ こ で 種子 な ど を 主 と し た 雑 


ネズ ミ の ペッ ト 
日 本 に は 古く か ら ハ ツ 
カネ ズミ の 家 槍 品種 を 
ベッ ト と し て 飼う 風習 
が あっ た 。 飼 育 中 に 突 
然 変 異体 が で き て 、 上 
の 絵 に ある よう な 毛 友 
の 色 変 わり が で き て い 
た 。 こ の 絵 は 18 世 紀 末 
刊行 の 「 珍 白黒 育 草 」 
に 掲載 され て いた も の 。 
カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1〕 ネズ ミ の 盲腸 。 ウシ な どの 偶 
踊 (ぐう て い ) 類 で は 、 胃 の 一 部 に 繊維 
を 溶かす バク テリ ア が いる が ,、 ネズ ミ 類 
で は それ が 和 盲腸 に いる 。 

[ 注 2」 陸生 真 獣 類 貴 馳 類 は 単 也 類 
(卵生 の カモ ノ ハ シ な ど )・ 有 袋 類 (カン 
ガル ー な ど )・ 真 獣 類 に 分 けら れる 。 真 
貞 類 で は 胎盤 が よく 発 達 する の で , 長期 
間 に わ た っ て , 子宮 内 で 胎児 が 育つ 。 こ 
の 類 を 有 胎 盤 貴 乳 類 と 呼ぶ こと も ある 











食性 の 食物 を 得 て 生 活 し て いる 。 わ ら を 
積み あげ た な か や , 浅い 穴 の 中 と いっ た 
戸外 生活 を し て いる た め に , 著 さ , 寒さ 
と いう 気候 の 変化 に 直接 さら され 、 また 
食糧 も 不足 し が ち に な る 。 そ こ で 栄 枚 不 
足 を きた し て ,、 それ が 生殖 能力 の 低下 と 
な っ て いく 

家屋 内 の 大 型 家 ネズ ミ を 人 間 が 駆除 し 
た あと 、 ハツカネズミ は 直ちに 家 の 中 に 
は いっ て くる 。 小 さく て ,、 か わい いし そ 
れ は ほど 不潔 感 を 演 え な い の で , 人 間 は こ 
の 動物 の 出没 を 許し て お く 。 も し 人 が へ ハ 
ツ カ ネ ズミ を お どす よう な こと が な けれ 
ば 、 日 中 で も 座敷 の な か を 駆け まわ り 
人 の そば まで や っ て くる 。 タ ンス の 裏 な 
ど で 、 人 の 食べ こぼし を 食べ て すみ つい 
て いる 。 

し か し , ハツ カネ ズミ の 平穏 な 生活 は 
た ぶん 長く は 続か な い 。 ド ドブネズミ が ど 
ぶ を 通っ て 台所 へ 顔 を 出し た りす る と ハ 
ツ カ ネ ズミ の 生活 は 一 変 し 、 か れ ら は 物 
陰 に 隠れ て 息 を の む よ う な 姿勢 に な る 。 
ドブ プ ネ ズミ は 、 家 屋内 に ハツ カネ ズミ が 
いる こと が わか る らし く 、` キ ー, キー<* 
と いう 鋭い 声 で 威 呆 す る 。 た ぶん 喚 党 
(きゅう か く ) に よっ て 相手 の 存在 を 知 
り 、 声 を 出し て ,、 まず お どか す の で あろ 
う 。 そ れ か ら 大 型 家 ネズ ミ が 、 そ の 家 か 
らら ハツカネズミ を 追い だ す の で ある 。 

ハツ カネ ズミ は , 大 型 家 ネズ ミ の 半分 
ほど の 大 き さ な の で , 親子 だ と 思わ れ が 
ち だ 。「 ドブ ネズ ミ を 退治 し た ら , その 





[ 注 3」 ペッ ト と し て の ハツ カネ ズミ 
ハツ カネ ズミ の 家 槍 品種 の こと で ,、 ふつ 
う 毛 皮 が 白色 だ が 、 人 色 変 わり も ある 。 
[ 注 4] コマ ネズ ミ SC 2 と ヘン 
ミ と いっ て いる ハツ カネ ズミ は , 三 半 規 
管 (さん は ん きか ん ) に 故障 が あっ て .、 
つね に 円 を 描く よう に ぐる ぐる 動き 回 っ 
て いる 突然 変異 体 で ある 

[ 注 5] ネズ ミ を と る イヌ 第 1 次 大 
戦中 に ヨー ロッ パ で は , 琴 圭 の な か の ネ 





私 た ちの 仲間 





北海 道 に 分 布 す る 野 ネ ズミ 









B 和 和 名 や お よび 学名 
ネス ミ 科 ze 





エゾ アカ ネズ ミ 4podes im ding 





沿海 州 - サ ハリ ン に , これ に 近い 種 が いる 





ギリ アー クア カネ ズミ 4podeus gi/ioows 





この 種 の 分 類 に 関す る 庶 議 は 完了 し て いな い 





ヒメ ネス ズミ 4/odems geis/ 





種 名 を grgen7eds と する こと が ある 





キヌ ゲネス ミ 科 Cce/z2e 








エゾ ヤ チ ネス ズミ (7z/Aronoys rocgds ed/o7dzoe 





アジ ア 大 陸 北 部 に 、 こ の 亜 種 の 基本 種 が 分 布 





ミカ ド ネ ズミ (eriozomys rks Aodo 





同 上 





あと 子 ネ ズミ が ふえ た 」 と いう こと を 聞 
く こ と が ある が , その “ 子 ネ ズミ ” は ハ 
ツ ッ カ ネズ ミ で ある 場合 が 多い 。 本 物 の ド 
ブ ネ ズミ の 子 の ほう は 、 あ と 足 一 一 後肢 
の 地面 に つく 部 分 一 一 が か ら だ に くら べ ベ 
て ふつ りあ い に 大 きい か ら 、 ハ ツ カ ネ ズ 
ミ と は 容易 に 識別 で きる 。 

ハツ カネ ズミ も , 大 型 家 ネズ ミ と 同じ 
よう に , 船 答 と いっ し ょ に 世界 じゅ うに 
運ば れる が , ヨー ロッ パ 種 が 日 本 に き て 
る, 上 陸 し て 定着 する まで に は な ら な 
い 。 本 文 に も ある と お り , ハツ カネ ズミ 
の 生活 は 組織 的 ・ 社 会 的 で ある か ら , 異 
種 の 個体 が 少数 渡来 し て も 日 本 の 種 が い 
る た め に , 生活 の 根 を お ろ す こと が で き 
な い の で ある 。 日 本 の 農家 に お ける ネズ 
ミ に よる 被害 は 、 年 間 1000 億 円 と も いわ 
れ て いる , 


北海 道産 の 野 ネ ズミ 


日 本 産 の 野 ネ ズミ に は , ネズ ミ 科 と キ 
ヌ ゲ ネズ ミ 科 の 野 ネ ズミ の 種 が ほぼ ば 半々 
に いる 。 

ここ で は 北海 道産 野 ネ ズミ だ け を 説明 
し , 本 州 産 野 ネ ズミ は 第 14 号 で 紹介 し よ 
う 。 北 海道 の 野 ネ ズミ は 沿海 州 、 サ ハリ 
ン な どの 北 の ほ うと 結び つき が ある 種 
で 、 本州 の 野 ネ ズミ と は まる で 直 う か ら 
で ある 。 

北海 道 の 野 ネ ズミ で ネズ ミ 科 に 属す る 
種 は 3 種 あ り 、 ア カネ ズミ 2 種 と ヒメ ネ 
ズミ で ある 。 キ ヌ ゲ ネズ ミ 科 は エゾ ヤ チ 
ネズ ミ と ミカ ド ネ ズミ の 2 種 で ある 。 

この 5 種 の うち 、 ヒ メ ネ ズ ミ だ けが 本 
州 産 と 同種 で 、 あ と の 4 種 は いずれ も 北 





上 方 系 と し て , 沿海 州 や サハ リン に いる 種 


か ら 別 種 化 ( 種 分 化 ) し た 種 と され て い 
る いた と えば. エゾ ジャ カネ ズミ な ど は : 


ズミ を と る た め に , テリ ア (イヌ の 一 品 
種 ) を 使っ た . 

[ 注 6] クマ ネズ ミ に よる 被害 この 
ネズ ミ と ベス ト の 流行 と は 深い 関係 が あ 
る 。 ヨ ー ロ ッ パ と イン ド 方 面 と の 船舶 の 
交流 が 激しく な っ た ころ (15, 16 世 紀 ) 
に , クマ ネズ ミ は どっ と ヨー ロッ パ に は 
いり , 同時 に ベス ト を 流行 させ た 。 

[ 注 7 ] ドブ ネズ ミ の 耳 ドブ ネズ ミ 
は 耳 が 小さ いた め に , 耳 介 を 前 に 折り 、 








亜 種 化す る 過程 で 曰 歯 別 が うん と 強大 に 
な り , 繊維 質 の 草 を 多量 に 食べ る 能力 が 
増し た 。 こ の よう に , 北海 道 に 土着 する 
野 ネ ズミ が 、 特産 亜 種 に な る ほど に 変化 
し て いる と いう こと は 、 北 海道 が 、 沿 海 
州 、 サ ハリ ン か ら 上 離れ て 島 に な っ た 歴史 
が , か な り 古 いこ と を 示し て いる と いえ 
9 

か ら だ の 大 き さ は 、 い ちば ん 小さ い ヒ 
メ ネ ズ ミ で 体長 9 センチ ほど , も っ と も 
大 き な の が エゾ アカ ネズ ミ の 12 セ ンチ で 
ある 。 


エゾ ヤ チ ネズ ミ の 繁殖 


北海 道 に は 平原 性 の ハタ ネズ ミ 類 が 
いな い の で 、 エ ゾ ヤ チ ネ ズミ の 生活 閣 は 
平原 に まで ひろ が っ て いる 。 木 を 伐採 し 
た あと に は える ササ や ぶ が 絶好 の すみ 場 
所 と な る た め , 開拓 が 活発 に な っ た 明治 
末期 か ら , 急速 に ヒ に ゾ ヤ チ ネズ ミ に よる 


森林 の 被害 が 目 だ つ よう に な っ た 


と いう の は ,、 この ネズ ミ は 冬眠 せ ず に 
害 の 下 に 塊 道 を つく っ て 生活 し , 食糧 が 
な く な る と 付近 に は えて いる 樹 の 皮 を 食 
べ て 錠 え を し の ぐ の で ある 。 こ の た め , 
バル プ 材 と し て 植林 し た ば か り の カラ マ 
ツ な ど は , 皮 を さん ざん 食い 荒らさ れ て 
枯れ る , と いう 被害 が 年 ご と に ふえ て い 
ィ 2 が る る 

北海 道 の 林 学 ・ 応 用 動物 学 関係 の 学者 
た ち は ,、 早く か ら エ ゾ ヤ チ ネ ズミ の 駆除 
に あら ゆる 努力 を し て いた 。 と ころ が 
この ネズ ミ の すみ か と えさ 場 で ある , サ 
サ 原 野 の 拡大 の た め 増 殖 を 続け 、 つ い に 
北海 道 第 一 の 害 陣 と な っ て し まっ た 。 

北海 道 で は 、 ど こ へ いっ て も エゾ ヤ チ 
ネズ ミ の 個体 数 が 多く 、 他 の 野 ネ ズミ を 


玉 








耳 介 の 端 が 目 の 縁 に とどか な い の が 特徴 
で ある と され る 。 

[ 注 8 ]」 ドブ ネズ ミ の 体長 " アジア 産 
の も の は , 体長 が や や 短い 。 神 戸 で 調べ 
られ た も の で は , 体長 が 25.5 セ ンチ を 越 
える 個体 は な か っ た 

[ 注 9 」 キヌ ゲ ネ ズ ミ 類 の 分 布 その 
分 布 範 囲 は 、 前 述 の ネズ ミ 科 より る 狭 
い 。 北 方 起源 の 動物 な の で , 南方 へ の ひ 
ろ が り が 弱い た めで ある 。 画 (徳田 御 稔 ) 
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私 た ちの 仲間 


の 
2 月 12 日 北洋 独 航船 」 第 五大 林 丸 に 
同乗 を 許さ れ た 。 先 に 予定 し て いた 大 昭 
丸 が 、 北 洋 か ら の 帰投 中 に 、 カ ムチ ャ ツ 
カ 沖 で 沈没 し た か ら だ 。 

船主 か ら 、 念 を 押さ れる 

北洋 は 低 気 圧 の 墓場 。 世 界 最悪 の 漁場 
で ね , 出 漁 し た 人 びと の 10 パ ー セ ント 
は , 帰っ て こない ん で す よ 。 夫 年 だ け で 
ゃ 、200 隻 近く 沈ん だ ん だ 。 生命 の 保証 
は し ませ ん よ 」 

そし て , 戦場 で の 従軍 取材 と 同じ よう 
に ,「 事故 が 起き て も , 保障 の 要求 を し 
な い 」 と の 念書 を 一 筆 書 か され た 

正午 、 大 林 丸 は 母港 塩釜 を 出航 し 
た 。 汽 笛 ひ と つ 鳴 ら す で な く , 出航 の テ 
ー ブ プ 1 本 ある わけ で も な い 。 船主 ほ か 
2.3 人 の 人 た ち に 見 送ら れ て , 船 は 火 色 
の 海 へ 出 て いっ た 

- 上 銀 の 門出 に ふさ わし く 。 
2 月 14 日 2 日 間 に わ た る 船 酔い で , 
胃液 どこ ろか 血 ま で 吐き ,、 た だ ひたすら 
に ベッ ド で 寝 て いる と , 船長 が ミカ ン を 
も っ て 見 舞い に きた 。 か れ は 笑い な が ら 





果て し な く 続 く 流氷 群 独 航 船 は まる で 砕氷 船 の よう に , それ を 割っ て 前 進 する 


数 の うえ で 圧倒 し て いる 。 そ の 撃退 に 
は , エゾ ヤ チ ネズ ミ の 天敵 で ある イタ チ 
の 保護 が よい と され た が , それ より ゃ 野 
ネズ ミ 間 の 種 の バラ ンス が 失わ れ て いる 
こと が 根本 的 な 問題 で も や る, と いう 意見 
る 出 て , 研究 者 の あい だ で は , よう や く . 
ネズ ミ の 種 間 関 係 が 注目 され る よう に な 
っ た 

北海 道 に は も う 1 種 の 別 の ヤ チ ネズ 
ミ 、 すなわち 。 ミ カド ネズ ミ が いる が , 
これ は 種子 や 昆虫 を 主食 と する か ら , 強 
力 な 草食 献 た る エゾ ヤ チ ネズ ミ と 相対 す 
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野生 動物 こん に ち は 10 


北洋 独 航 般 


NN23 MD ま MG 中 きま 9 だ か が 5 で も ね 
え , 船 酔い で 死ん だ と いう 話 は 聞か な い 
か ら , 命 は だ いじ ょ うぶ で す よ 

2 月 15 日 午後 3 時 < 着 水 落し , ス 
タン バイ > の 号令 が くだ る 。 流 しぶき に 
よる 着 氷 で , 船 全体 が 水 で お お われ , ト 
ッ プ へ ヘビー に な っ て いる 。 大 気 の 温度 は 
補 下 38 度 

これ か ら は 4 時 間 お き に , 夜中 で も 早 
朝 で も , 彰 氷 落し の 作業 を 続け る の だ 
「 えらく, たい へ ん な 作業 だ な あ 」 

と 船長 に いう と 、 か れ は ぶ あ いそ うに 
答え た 。 

「 乗 組員 を か わい が っ て いた ら , 船 は 沈 
む 。 結 果 は 、 皆 殺し の ブル ー ス よ 」 


2 月 18 日 午前 雲 時 を 期し て , 操業 を 
開始 する 。 こ の 大 林 丸 は 、 は えな われ わ 式 漁 


法 で タラ を と る の だ 。 お よそ 100 メ ー ト 
ル の な わ に 30 本 の つり 針 を つけ 、 そ れ を 
350 本 だ か ら 、 なわ は 約 35 キ ロ に 及ぶ 。 
約 1 万 本 の つり 針 に えさ の イカ を つけ て 
お ろ し , 数 時 間 後 に 、 ま た それ を 引き あ 
げ る 作業 を 繰り 返す わけ で ある 。 

作業 は 連続 20 叶 間 に わ た り , 睡眠 時 間 


再 才 し 
SS ] 





る 種 と は な りえ な い 。 そ の うえ , この 種 
の 個体 数 が 少な いか ら な お さら で ある 。 
中 国 の 東北 部 の 森林 に は , エゾ ヤ チ ネ 
ズミ と ミカ ド ネ ズミ に 相当 する 種 が い 
て , この 場合 に は 両 種 が た が い に 相 手 を 
コン トロ ー ル する 役 を 果たし て いる 。 伐 
採 地 で は ,、 まず エゾ ヤ チ ネズ ミ に 相当 す 
る 種 が ふえ る が , 5 年 た つと ミカ ド ネ ズ 
ミ に 相当 する 種 の 個体 数 が ふえ る と 報告 
され て いる 。 こ の よう な こと を 参考 に 
野 ネ ズミ の 種 間 関 係 を 進化 学 的 。 生態 学 
的 に 明らか に する 必要 を , 現在 の 研究 者 
は 考え て いる 。 画 
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な ど は ほん の 4.5 時間 し か な い 。 聞 き し に 
まさ る 重労働 だ 

初 な わ の 成績 は 、 き わ め て 悪い 

2 月 22 日 きょう も 獲物 が 少な い 。 そ 
の うえ , 流水 に な わ を 切ら れ , その 先 に 
つい て いた ラジ オ ・ ブ イィ を 救出 する た め 
に , 船 は 流水 鮭 に は いっ た 。 周 囲 は 徐々 
に 結 水 し は じ め , 船 は 水 の 注い と ころ を 
換 し て は 僚 炒 船 の よう に 水 を 割っ て 
前 進 す る 

船長 が 叫ぶ 

海 は どっ ち だ ーッ 

だ げん 前 方 、 2 マイ ル 
船首 に 立っ た , 当直 員 の どなり 声 が 答 
える 

わた し と カメ ラマ ン は 。 人 奇妙 な 会 話 を 
か わす 

オレ た ち は 船 に 乗っ て る ん だ ろう 。 そ 
れ な の に , あの 連中 必死 に な っ て 海 を 授 


し て いる 。: い っ た い , どう な っ て る ん だ 
ろう な 
3 月 6 日 吹き すさ ぶ 風 。 泡 だ つ 波 。 


1 週間 に わた る 荒天 が よう や く 去 っ た 
さっ そく 全力 を あげ て 操業 開始 。 だ が 、 
大 挙 し て 押し 寄せ た トド に 、 魚 は ほとん 
ど 食 いち ぎら れ て , さっ ぱり 上 が っ て こ 
な い 

ト 下 は 12、13 頭 が 群れ を な し て 、 波状 
攻撃 を か け て くる 。 体長 3 メー トル を 越 
える よう な も の も お り , 水夫 が も り を 投 
げ て 追い 払う が 、 ま る で 歯 が た た な い 

船長 は 苦 々 し げに ど な っ た 

な わが 上 が っ た ら 、 面 能 い っ ぱい 、 南 
へ 下がれ 。 買 重 な 魚 さ 、 トト 下 の 野郎 に 食 
わせ る こと は ね ェ ぞ ッ 」 
3 月 15 日 船 は 南下 し た 。 1 週間 ほど 
前 か ら , オ ネ コ タン 沖 で 操業 し て いる 。 
この 2.3 日 は 、 お も し ろ い ほど 魚 が 上 が 
っ て くる 。 


漢字 の ふる さと 9 
藤堂 明 保 


時 (ね ずみ ) ネズ ミ が ひど く 神 妙 
に か し こま っ て いる 姿 を 描い た 字 で あ 
る 。 紀 元 前 2 世紀 ご ろ , 農 麻 で 用 いた 12 
進 法 の か ぞ え 方 、 つ まり 「 十 二 支 」 に 動 
物 の 名 を 配当 し た さい 。 ま っ さき の 
子 」 に ネズ ミ が わり あて られ た 。 そ れ 
ほど に な じみ 深い 動物 だ が , 昔 か らい た 
っ て 評判 が 悪い 。 

「 県 は その 性 、 盗 寄 を 好む 」 (漢書 ) と 
いう や き 印 を 押さ れ , また , 紀元 前 7 世 
紀 の 詩 人 は , 「 石 よ 石鍋 (太っ た ネズ 
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波 し ぶ き の な か か ら , な わ に つい て 


タラ が 引き あげ られ る が , その 数 は さび し い 


だ が , その 反面 。 日 本 を 出 て か ら 約 1 
か 月 、 青 野菜 は すでに な く 、 今 朝 を 最後 
に みそ ゃ 切れ て 、 散 油 汁 に な っ た 

清水 も 少な く な り 「 飲 料 水 以外 、 使用 
厳禁 。 管 理 者 船長 」 の 告示 が で て い 
る 。 コ ッ ク 長 は 、 食 料 計画 で 頭 を か か え 
で いろ る 。 

だ が , 船長 は 叫び つづ け て いる 

魚 は き て ッ > か ー。 と れる うち に と れ 一 


3 月 18 日 つい に , 漁 を する えさ も な 
く な っ た 。 操業 終了 で ある 。 お よそ 40 晶 


に わた る 戦い で , 白い 船 腹 に は 赤 さ び が 
出 、 漁 具 、 船 具 の いた みる も 痛々 し い 。 
わた し は 船長 に いっ た 。 

「 北洋 独 航船 て いう の は , 童話 に ある 
『 青 い 島 』 の 話 に 似 て いる ね 。 い ろ ん な 
難関 を 突破 し て , 青い 鳥 な ら ぬ タラ を と 
っ て くる ん だ か ら 」 

船長 は 、 苦笑 し な が ら 答 えた . 

そん な ロマ ンチ ッ ク な も ん じゃ な い 
よ 。 オ レ た ち に ゃ , 生活 が か か っ て る ん 
で ね 」 天 
(NTV「 す ば らし い 世 界 旅 行 」・ 豊 臣 靖 ) 


% 8 
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央 。 県 


わが キビ を 食う な が れん 三 ど 

お も 

せ も きみ に 慣れ に し を , な ど 人 の 身 を 顧 
特 き 

わざ る /」 (詩経 ) と 怒っ で て いる 。 何で 


し ょ うるう べ きん 
る 消耗 する の で , 北京 語 で は 『 耗 子 」 


と 呼ぶ 。 


廊 ( ソ 、 正 確 に は ショ ) と いう こと ば 
は , 諸 もろもろ) 一 底 て (たくさん) 一 
臣 (日 の 熱気 が た くさ ん ) な ど と 同系 だ 
ろう 。 ブ レー メン の 笛吹 き の 後ろ に 群れ 
を な し た よう に , お び た だ し い 数 に ふえ 
る こと か ら の 命名 で ある 。 画 











ヒト は サル の 仲間 で ある 。 広 い 意 味 で 
の サル と と も に , 霊長 類 と いう 1 目 を な 
し て いる 。 分 類 表 で は 霊長 類 の 最上 段 に 
自分 を お いて 、 威厳 を と りつ くろ っ て は 
いる けれ ども サル た ちと 親戚 で ある こ 
と に 変わ り は な い 。「 世界 動物 百科 」 の 
第 1 号 に は , ヒト が 登場 し て も よかっ た 
は ず で ある 

ヒト が サル , こと に 類人猿 と 近 縁 で あ 
る と いわ れる こと に , 1 世紀 前 の 人 た ち 
は 大 き な 抵 抗 を 感じ た 。 だ か ら 進 化 論 が 
大 問題 に な っ た の で ある 。 今 で は も う , 
それ は 常識 と な っ た 。 だ が , か な り た く 
さん ある 貴 乳 ( ほ は に ゅ う ) 類 の 諸 目 の な 
か で 、 霊 長 類 が モグ ラ な どの 食 虫 目 と 近 
稼 だ と いわ れれ る と お や 4 と 思う 火 や 
多い で あろ う 。 ま た それ に , 多少 の 嬢 加 
感 を も や つ 人 も ある か も し れ な い 


共通 の 祖先 の も と に 


で は 、 動 物 界 で 親戚 だ と か 近 緑 だ と か 
いう の は , どん な 意味 な の で あろ うか 
生物 は 進化 の 過程 を 重ね て 、 今 日 みる よ 
うな 多種 多様 の も の と な っ た 。 そ の 過程 
で は 次 々 に 枝 わ か れ が 起こ っ て , 新しい 
種類 が 生み だ され て きた の で ある 。 そ の 
枝 わ か れ を た どっ て みた と き , 近い と こ 
ろ で つなが っ て いる も の ほど , 近 縁 だ と 
UGC2 放電 た と っ ) 

ヒト と 類人猿 と は , むか し 地球 上 で 生 
活 し て いた 共通 の 祖先 の 動物 か ら 、 枝 わ 
か れ し て 生じ た も の で ある 。 こ うし た 共 
通 の 祖先 は , うま くそ の 化石 が 発見 され 
た と き 確 実に 知ら れる 。 と いっ て も , あ 
る 化石 が 、 あ る 2 群 の 生物 の 共通 の 祖先 
で ある か どう か は , 結局 は 推定 の 問題 で 
あっ て , 多く の 場合 、 それ を めぐ っ て い 
ろ い ろ の 議論 が 起こ る 


ヒト は 何 に 近い か 


共通 の 祖先 を 突き と め る 問題 は 別 と し 
て 、 緑 が 近い と か 遠い と か いう 意味 は 
土 の よう に 考え れ ば 簡単 な こと の よう で 
ある 。 確か に ,、 ある 面 で は 単純 な こと で 
ある 。 し か し , 枝 わ か れ の つなが りー 一 
つま り 系 統 と いう も の を 少し くわ し くみ 
て いく と , それ ほど 単純 で は な い 様 相 が 
あら われ る 。 こ れ か ら , それ を の ぞ き 見 
に で が お うと 思う 

ヒト は どの サル と る も 違っ た 性 質 を そ な 
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霊長 類 と 食 躍 類 の 両方 に 似 た 性 質 を も っ た ツバ イ ( 多 摩 動物 公園 


どの 動物 が 人 間 に 近 いか 


八 杉 龍一 


えて いる 。* ド ヒト? と いう 独立 の 種類 を 
な し て いる の だ か ら , それ は 当然 の こと 
で ある 。 と ころ で , ヒト は 類人猿 と も っ 
と も 近 緑 だ と いわ れ て いる の で 、 類 人 狼 
と 多く の 性 質 を 共有 する こと が 予想 され 
る 。 実 際 に ヒト と 類人猿 の 共通 点 は 、 数 
多く か ぞ え あげ られ る 。 か ら だ の 構造 ば 
か り で は な い 。 生理 的 性 質 に 関し て も 、 
共通 点 や 類似 点 が た くさ ん ある 

ABO 式 血液 型 は 、 そ の 例 で ある 。P 
C 味 盲 という, フェ ニル チオ カル バ マ 
イド (PTC) な る 物質 の 味 を 感じ な い 
性 質 の 人 た ち が あ り , その 遺伝 も 調べ ら 
れ て いる が ,、 チン バン ジー に ゃ も 同様 な 味 
旨 の 個体 が ある 。 だ が 、 味 旨 な ど と いう 
や や 特殊 な 性 質 の 存在 より 、 ウィ ルス 三 
染 性 に お いて , ヒト と 類人猿 に 著しい 共 
通 性 が ある こと は , 両者 の 緑 が 近い こと 
を 有力 に 証明 する も の で あろ う 


遠く て 近い サル と の 緑 


し か し , ヒト は 類人猿 と も っ と も る 緑 が 
近い と いっ て も 、 い くつ か の 性 質 に 関し 
て は 、 ヒト と 類人猿 より も , ヒト と 他 の 
サル た ちの ほう が よく 似 て いる 。 動物 の 
近 緑 関 係 を 調べ る 場合 に は 、 い つも こう 
いう 問題 が つき まとう 。 い まこ こ で は 
ヒト が 類人猿 と も っ と も る 近 縁 だ と きめ こ 
ん で , 話 を すす め て いる けれ ども ゃ , 何と 
何 が 近 繧 で ある か を 判定 する の は , そん 
な に 容易 で は な い の で ある 。 そ れ で は 
ヒト は どん な 点 が 、 類人猿 より も 他 の サ 
ル に よく 似 て いる の で あろ うか 

その 1 つ は 歯 弓 の 形 で ある 。 あ ご に 歯 
の 並ん で いる その 全体 の 形 だ が 、 ヒ ト で 
は アー チ 状 で あり , 類人猿 で は U 字 状 で 
ある 。 し か も ゃ 後者 で は ,、 上 あご に ゃ も る 下 あ 
ご に る 他方 の あご の 大 き な 犬 歯 を お さめ 
る よう な すき ま ー 一 つま り 歯 隙 (し げ 
き ) が ある 。 頭骨 の 化石 が 掘り だ され 
て 、 ヒト の も の か 類人猿 の も ゃ の か が 問題 











に な っ た と き , 歯 弓 の 形 と 犬歯 の 大 き さ 
は 有力 な 決め 手 に な る 。 こ れ ら の 性質 
で , 類 人 療 以外 の サル た ち は 、 概して ヒ 
ト の ほう に 似 て いる 

次 に , わた し た ち は 四 つん ば い に な っ 
た と き , 手のひら を べったり 地面 に つけ 
る 。 類 人 猿 は 手 の 指 を 曲げ て 、 指 の 外側 
の は ほう を 地面 に あて る 。 と ころ が 他 の サ 
ル た ち は 、 だ いた い ヒ ト 型 で ある 。 同 様 
の こと は 、 成 部 し た 雌 の 性 皮 (肛門 ・ 外 
部 生殖 愉 付 近 の 皮膚 の 充血 と 肥 厚 ) の 発 
達 程度 (ヒト に は 性 皮 は な い ) に 関し て 
る もみ られ る と いう 

る の まう な 半 だ は :。 う 読 明 選 だ らち よ 
い の で あろ う 。 い ま , 狭 見 猿 類 が オナ ガ 
ザル 上 科 と 類人猿 上 科 に 分 か れ た 場合 の 
こと を 考え て みよ う 。 そ の 枝 わ か れ が 起 
こる まで は 、 狭 見 猿 類 は オナ ガザ ル 上 科 
だ け だ っ た と いっ て よい 。 そ の 原始 的 な 
オナ ガザ ル 上 科 が 共通 の 祖先 と な っ て , 
その 後 の オ ナガ ザル 上 科 と 類人猿 上 科 と 
が 枝 わ か れ し た 


温存 され た 性 質 


オナ ガザ ル 上 科 そ の も の に も いろ いろ 
の 変化 、 あ る い は 分 化 (特殊 化 も あれ ば 
退化 も や ある) が 起こ っ た が , 類人猿 上 科 
の ほう で は も っ と 大 き な 変 化 が 起こ っ 
た 。 そ れ で わた し た ち は 、 この 仲間 を 違 
っ た 名 まえ で 呼ん で いる の で ある 。 し か 
し , すべ て の 性 質 が 名 著 に 変化 し た わけ 
で は な く , 共通 の 祖先 の 性 質 の な か に 
は , ほぼ その まま に 保 た れ た も の も あっ 
7 

さて 、 次 に は この 原始 的 な 類人猿 か ら 
ヒト が 分 か れ で た 。 類 人 猿 は 類人猿 と し 
て 特殊 の 分 化 を 続け , 一 方 ヒト の ほう で 
は , ある 性 質 は 共通 の 祖先 で ある 原始 的 
な 類人猿 の 状態 に 保 た れ た 。 そ の うち あ 
る も の は , 原始 的 な オナ ガザ ル (上 科 ) 
の 性 質 か ら 、 あま り 変 化し て いな いも の 
で あっ た 。 こ うい う 性 質 に つい て は , ヒ 
ト と 類人猿 より 、 ヒ ト と 他 の サル の は ほう 
が よく 似 て いる 場合 も ある こと に な る 





真 猿 亜 目 
「 オ ラン ウー タン 科 
「 類 人 獲 上 科 - 
ーー 「 テ ナガ ザル 科 
け サ ナガ ザル 上 イトー 
| オナ ガザ ル 科 
人 見 








私 た ちの 仲 問 








類人猿 は 手 の 指 を 曲げ て 、 指 の 外側 の 
ほう を 地面 に あて る 撮影 田中 光 常 


これ が 先ほど の 問題 の 説明 で ある 
霊長 類 が 食 虫 類 と 近 緑 だ と いう 話 に 移 
る こと に し よう 。 い ま 地 球 上 に 生活 し て 
いる 食 虫 類 は 、 モグ ラ や ハリ ネズ ミ な ど 
だ が , 原始 的 な 食 虫 類 が 2 つの 枝 に 分 か 
れ , 一 方 は 食 虫 類 と し て 発達 を 続け , 他 
方 が 霊長 類 と な っ た 。 そ れ で 両者 は 近 緑 
だ と いう の で ある 。 校 わか れ し た 一 方 
は , 必ず も と の 仲間 と 同じ 名 まえ で 呼ば 
れる も の だ と きま っ て いる わけ で は な い 
が そう いう 形 で 進化 が 進ん で いく 場合 
は ,、 非常 に 多い 

ツバ パイ (キモ グラ ある い は リス モ ド 
キ ) と いう 樹 上 性 の 小 喧 乳 類 が いる 。 霊 
長 類 と 食 虫 類 の 両方 に 似 た 性 質 が あっ 
て , どちら に 属さ せ た ら よい か が 問題 に 
な っ て いた 。 現在 で は 食 虫 類 と する 意見 
が 有力 で ある 

いずれ に せよ この 動物 は , 霊長 類 と 食 
虫 類 の 枝 わ か れ の も と に あっ た 原始 食 虫 
類 的 な 性 質 を , 現代 に お いて 代表 する も 
の と みな され て いる 。 ツ バイ の よう に 
*^ ふ た また * か けた よう な 動物 は , 広く 
動物 界 を 捜す と た くさ ん 見 つか る , 


進化 の な ぞ 解 き を 


この 「 世界 動 物 百 科 」 で は 、 動物 を そ 
れ ぞ れ の 仲間 に 分 け , 進化 の 道 を だ いた 
い 逆 に た どっ て 配列 し て いる 

動物 界 を その よう に みて いく と , お の 
お の の 動物 , ま た は その 仲間 の も っ て い 
る 種々 の 性 質 の な か で , 何 が も っ と る 特 
徴 的 な る の か 、 A の 動物 と B の 動物 は 似 
て いる よう な の に 緑 が 遠 いと され , A の 
動物 と C の 動物 で は その 逆 な の は な ぜ か 
と いっ た こと が , よく 理解 され る で あろ 
う 

そし て その 際 、 核 わか れ の 様相 の 複雑 
さ は ,、 か えっ て わた し た ち に な ぞ 解 き の 
興味 を 与え る の で ある 。 画 

(東京 工業 大 学 教授 ) 
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私 た ちの 仲 問 


田中 光 常 動物 写真 の ポイ ント 


魚 ば か り に , 


魚 を 写す に は , 少し ば か り の く ふ う が 
必要 で ある 。 ア クア ラン グ を つけ て , 水 
中 カメ ラ で 写す よう な 高度 な 撮影 法 は さ 
て お いて , キン ギョ や 熱帯 鱗 、 あ る い は 
水族 館 の 魚 な どの 場合 に つい て 、 簡単 な 
注意 を 述べ て みよ う , 

まず ライ ト は , けい 光 灯 で も よい が . 
明る さ が 表 い の で 、 泳い だ り 動い た り し 
て いる も の は ブレ て し まう 。 写真 電球 は 
高熱 が 出る の で 、 水温 を 上 只 さ せ , 魚の 
た め に は まっ た く よ く な い 。 急 は 概して 
剛 い と ころ を 好む の で , 強力 な 電灯 を つ 
けっ ぱな し に する こと は , 魚 を 恐れ させ 


伸 間 の ひろ ば 


生命 の 誕生 を の ぞ く 

熱帯 魚の 水槽 に いる 、 レッ ドス ネー ル 
(モノ アラ ガイ の 一 種 ) の 卵 で , 5,6 個 が 
寒天 質 に 包ま れ て いた 。 そ の 寒天 質 の 直 
笠 は 5.6 ミ リ で ある 。 写真 は 寒天 質 の な 
か の 1 個 で ある が , も うす っ か り マ キ ガ 
イ (巻き 貝 ) らし く な っ て いる 。 

今 ま で 顕微 鏡 写 真 は ずい ぶん と っ た け 
れ ど も , これ ほど 生命 の 美 し さ や 神秘 さ 
を 感じ た こと は な か っ た 。 

直径 1 ミリ 足ら ず の 卵 の な か で 、 1 つ 
の 生命 が 誕生 し , 自然 の な か で あろ う 


所 を と られ る な 


上 


| 
| 





ドジ ョ ウ 
35 ミ リカ メラ 
レン ズ 50 ミリ 
中 間 リ ング 使用 
フィ ルム SSS 
F16 叉 接点 
スト ロボ 2 灯 


13 . 水槽 


て 、 決 し て よい チャ ンス は つか め な い 
スト ロボ は 強力 で 、 し か も ゃ 瞬間 光 で ある 
た め , 魚 を 撮影 する 光源 と し て は 最高 だ 
と 思う 

次 に 、 ガラ ス 面 な どの 反射 だ が 、 ス ト 
ロボ 光 を あて る 角度 に 気 を 配る の は も ち 
ろ ん の こと カメ ラ の 光っ た 部 分 や , カ 
メラ マン の 手 、 顔 、 ワ イシ ャ ツ な ど が 反 
射 し て 写る こと も ある の で 気 を つけ よ 
う 。 後 ろ 側 の ガラ ス に 映る 反射 の こと も 
その 他 、 ガ ラス の きず , 水泡 
まず きれ い 


要 注 意 。 
水滴 よごれ, コケ な ど を , 
に し て お く こ と も 肝心 だ 。 画 





と , 顕微 鏡 の スラ イド グラ ス の 上 で あろ 
うと お か まい な し に , 与え られ た 小さ な 
空間 で 生命 の 火 が 燃え つづ ける 。 そ し 
て , 直人 筐 1 ミリ 足ら ず の 球 の 内 部 で は 、 
自然 界 の 法則 が わずか な ミス も な く 守 ら 
れ て いる 。 

自然 界 で 、 生 命 の 誕生 ほど 美しい も ゃ の 
は な い だ ろ うと ぼく は 思う 。 そ ん な こと 
を 考え て いる と , 人 間 社 会 が 小さ くみ え 
て くる 。 画 

(東京 都 ・ 福 田 裕二 ・16 歳 ・ 高 校生 ) 


レッ ドス ネー ル の 卵 
倍率 150 倍 
35 ミ リ 1 眼 レフ 


担当 


杉浦 宏 
( 上野 動 物 周 水族館 飼育 係長 ) 





< 問 > キン ギョ を 飼い 始め て か ら 3 年 に 
な り ま す 。 大 きく な り ま し た が 、 水 槽 の 
中 で 卵 を 生ま せる 
か 。( 静 岡市 ・ 春 田 伸彦 ) 

< 答 > じゅ うぶ ん に 成長 し た キン ギョ の 
雄 と 雌 に , 水槽 で 卵 を 生ま せる こと は 簡 
単 で す 。 卵 を 生む 時 期 が 近づく と , 雄 が 
雌 を 追い か ける よう に な り ま す 。 こ の と 
き , 雄 雌 を 別々 の 容器 に 入れ て お き , 産 
卵 さ せ た い 日 に いっ し ょ に し て や れ ば , 
その 日 か 翌朝 に は 産卵 する は ず で す 。 生 
まれ た 卵 を 別 の 容器 に 移す より ゃ も 、 生 み 
終わ っ た 親魚 を と り だ す よ うに し た は ほう 
が 、 卵 の た め に よい で し ょ う 

あら か じ め 卵 を 肝 化 させ る 水 醒 を 用 意 
し ,、 フサ モ や ホテ イア オイ な ど を よく 水 
で 洗い , 中 に 入れ て お きま す 。 そ こ へ ま 
ず 雌 を 入れ て お き 、 ころ を 見 計ら っ て 雄 
を いっ し ょ に する と , 産卵 が 始ま り ま 
す 。 産卵 は だ いた い 朝 早く か ら 始 まり 、 
午前 中 に は ほとん ど 終 わっ て し まい ま 
す 。 生 み 終 わる と 卵 を 食べ て し まう こと 
が 多い の で , 親 は すぐ に 取り だ し ます 
卵 は 水温 を 17" て 19"?C に し て お け ば 、 
5 日 か ら 1 週間 で か える で し ょ う 


の の で ぎの の な : う 








原稿 募集 


本 誌 『 私 た ちの 仲間 』 の ペー ジ で は , 
次 の よう な 原稿 や 写真 を 募集 し て いま 
す 。 雑 談 に 加わ る よう な 軽い 気持 で 、 ど 
し ど し ご 投稿 くだ さい 


口 仲間 の ひろ ば 一 一 動物 の 飼育 、 観察 記 
録 。 動 物 界 へ の 意見 、 主張 。 自 然 保護 


に 関す る 各地 の 話題 な ど 。 
動物 ニュー スー 一 学会 , 同好 会 , 動物 
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5 設 、 保護 
生 あ ea 
ペッ ト 相 談 室 一 一 「 ヌ 、 小 鳥 、 キ ン キ 
ョ な どの ベッ ト の 購入 、 飼 育 法 、 病 気 
に 関す る 質問 。 
口 動 物 写真 一 一 あな た が 撮影 し た 動物 写 
真 の 力作 、 傑 作 。 
原稿 の 長 さ は , 原則 と し て 400 字 詰 原 
稿 用 紙 2 枚 以内 (編集 部 で 短く する こと 
も あり ます )。 原稿 に は , 住所 , 氏名 , 


飼育 に つい て の 珍し い = 





年 齢 、 職 業 そ れ に 電話 番号 を 明記 し て く 
だ さい 。 

採用 分 に は 薄 謝 ま た は 記念 品 を 進呈 い 
た し ます 。 な お , お 送り くだ さっ た 原稿 
写真 な ど は 、 お 返し いた し か ね ます 。 
口 あて 先 

東京 都 千代 田 区 有楽 町 2 の 3 (〒100) 

朝日 新聞 東京 本 社 

「 世界 動物 百科 」 編 集 部 

『 私 た ちの 仲間 』 係 








キン ギョ の 卵 は 付着 卵 と いっ て , 生み 
だ され て 受精 する と 、 水 草 な ど に 付着 し 
ます 。 水 が よごれ て いた り , えさ の 残り 
や 魚の 排せつ 物 が 多い と 、 卵 の 発育 に 害 
気 を つけ な けれ ば いけ ま 
せん 。 白く な る 卵 は 、 無 精 卵 か 死 卵 で す 
か ら 、 す ぐに 取り だ し て くだ さい 。 画 


を 生 え る の で 、 


問 > 小さ な キン ギョ が か える の で す 
が , いつ の ま に か いな く な っ て し まい ま 
す 。 稚 魚 を じょう ず に 育て る コッ を 教え 
て くだ さい 。( 萩 市 ・ 柔 原 恵美 子 ) 

< 答 > 親 と いっ し ょ に し て あっ た り ,。 ほ 
か の 魚 を いっ し ょ に 飼っ て いた りす る 
と 、 か えっ た ば か り の 小さ な キン ギョ や 
水草 に 付着 し て いる 卵 は 食べ られ て し ま 
いま す 。 親 を 別に し て お いた 場合 、 昧 化 
し た キン ギョ が いな く な っ て し まう の 
は 、 た いて い の 場 合え さ が な いか 不足 し 
て いる の が 原因 で す 。 生 まれ た ば か り の 
キン ギョ は , 腹 に 卵黄 が あり , こ れ か ら 栄 
佐 を 取っ て いる の で えさ を 食べ ませ ん 。 
卵 を 生む 季節 に な っ た ら , グリ ー ン ウ 
オー ター と 呼ば れる 植物 性 プラ ンク トン 
を ふく ん だ 水 を あら か じ め 用 意 し て お 
,・ えさ の 食べ は じ め に 、 それ を 注入 し 
で や ろ る: の * よ MGG、 お つか 20KtGS の が 
スン OIDS 
きえ さ を 使っ て 育て る と うま ぐい きま 
す 。 ま た , ゆで 卵 の 黄身 を 絹ごし に し て 
水 に 溶かし 、 先 の 細い スポ イト を 使っ 
て , 泳い で いる キン ギョ の 前 に , 少し ず 
つ 静 か に 入れ て や る と , よく 食べ る で し 
ょ う 。 ゆ で 卵 を 使う と き , 多く 与え すぎ 


・/ 


の 


な る べく 生 


る と , 残っ た 卵黄 は すぐ に 腐っ て きま す 
か ら 注 意 し て くだ さい 。 系 ミミ ズ が 食べ 


られ る ぐら い に な れ ば 、 もう 安心 で す 
も うつ た いせ づな さこ どの ば 9B の き 
も る, か えっ た ば か り の と きる. 水温 の 急激 
な 変化 は 極力 さけ る こと で す 。 1 か 月 の 
うち で , 5 “C 以 上 の 差 が つぐ と , 生 まれ 
た ば か り の キン ギョ は 弱っ て きま す 。 吾 


裏表 紙 説明 


フラ ミン ゴ フラ ミン ゴ 科 の 伺 で 語 美 
し い は ね の 色 と 、 奇妙 な くち ば し で 知ら 
れ て いる 。 南 アメ リカ や アフ リカ に た く 
さん いる 鳥 で 浅い ヽ 水 の な か の 藍藻 や 理 
藻 、 カニ 区 

産卵 は どろ の 山の上 に する 。 写真 の ひ 
な を 見 る と 、 ガ ン や カモ の ひな と まち が 
え そ うだ が , 一 人 まえ に な っ て は じ め て 
親 譲り の 容姿 に な る と ころ は ,「 み に く 
い ア ヒル の 子 」 と いう 童話 を 思わ せる 。 

フラ ミン ゴ の は わ は な ぜ 赤 い の か ? 
常食 し て いる 藍藻 や エビ 、 カニ な どの 皿 
ら に ふく まれ る 物質 に よっ て , 染まる と 
いわ れ て いる 。 動物園 に よっ て は , は ね 
の 色 を 美しく 保つ の に , 特別 な えさ を 与 
えて いる と いう 。 画 Ph. P. Vals 








AA 


ギャ ラリ ー 





べべ 
Au 


瓜 と 奈 図 八大 山 人 筆 


紙 本 湿 画 
31.7 x27.7 セ ンチ 


鳥 賊 と か 睦 交 と か 県 技 と か , 過 は 。 小さ な 、 と る に 足ら ぬ 。 貧し 
い , そし て よこ し まな も の の た と え に よ く 引 き 合 い に 出さ れる , あま 
り 芳 し く な い 性 質 の 小動物 で ある 。 しかし, その 品 性 いや し い 由 を 描 
いて , 中 国 の 清 時 代 の 画家 八大 山 人 は, みごと な 名 画 を 残し た 。 本 図 
は 、 か れ の 代表 作 と 目 さ れる 山水 花鳥 画 過 の な か の 一 図 で ある 。 瓜 に 
は ほ はい の ぼっ て 一 瞬 あ た り を うか が う 最 の 姿態 を , 卓越 し た 筆 技 で あら 
わし て いる 。 小 さ な 目 を み ひ ら き 、 耳 を 立て 尻尾 を ぴん と 伸ばし て 
脊 を 盛り 上 げた 遇 の 姿 に は , この 小動物 の 性 質 が あま す と ころ な く 写 
し 出さ れ て いる 。 黒色 の 濃淡 と その 味わい も また 絶妙 と いう べき で あ 
0 明 朝 の 皇族 の 出 で 、 本 名 は 水浴 、 明 小 亡 後 出 家 し 

潮 全 と か 八大 山 人 と か 号 し た 。 異 民族 の 清朝 の 支配 下 に あっ て 気 
AN 酒 に ひ た っ て , 数 々 の 奇行 で 知ら れ , 画 る 酔 
っ て 描い た も の が 多い が , それ は 明 の 遺 民 と し て の 抵抗 精神 を 秘め た 
行 序 で あっ た 。 し か も 、 伝統 的 画 法 や 古人 の 作画 か ら 自 由 に 脱し た 独 
自 の 個性 で 、 発 放 な 画 境 を 生み 出し た 天 画 家 で ある 。 こ の 瓜 と 風 図 
を 含む 山水 花島 画 財 は 、 巻末 の 自足 に よれ ば 、 康 野 33 年 1694) の 作 
で ある こと が わか る 。 こ うい う 画 家 の 画 で ある 以上 , これ は た だ の 皮 
を 描い た も る の で は ある まい 。 瓜 を 異 民族 に 見 立て る 富 意 が か れ に は あ 
っ た の で は な か っ た か 。 そう 考え つつ 見 直す と , この 原 は 画 中 か ら 飛 
躍 し て きそう に 思え る の だ 。 画 (水尾 比呂 志 ) 





第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 貴 乳 類 ) の お も な 内 容 


⑩ 概 説 生 惑 学 . 自然 保護 @ 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ ⑬ 偶 路 目 

@ 概 説 II 動物 分 類 学 、 生 物 学 的 環境 食肉 和 目 スカ ンク , アナ グマ ⑯ 偶 路 目 

⑯ 層 長 目 ゴリ ラ @ 食 肉 目 テン , クロ テン @ 偶 路 目 

EN ッ ジー ワック ー ネ @ 食 肉 目 ミン ク , イタ チ ⑯ 偶 路 目 ヤギ (飼育 種 ) 

霊長 月 テ ナ ガ ザル , オナ ガザ ル 食肉 目 パン ダ 。 アラ イグ 人 ⑲ 偶 路 目 レイ ヨウ 

⑯ 吉 長 朋 カニ クイ ザル , ヒヒ @ 食 肉 目 マレー グマ , ホ ュ Ds ⑥ 偶 路 目 ) ブラ ッ ク バ ッ ク ,。 クロ レイ ヨウ 
9 吉 長 用 キヌ ザル , オマ キザ ル ⑨ 食 肉 目 上 計っ 08oreee 偶 路 目 デュ ー カ ー 

吉 長 用 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ 食肉 目 ( 畜 犬 ) 盲導犬 , 警察 大 ほか 偶 路 且 アフ リカ スイ ギュ ロ 

@ 食 虫 月 ツバ パイ , モグ ラ , ハリ ネズ ミ 食肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター @ 偶 踏 目 ウシ , コブ ウシ 

⑩ 人 要 手 目 , 皮 机 目 ) コウ モリ , ヒ ヨ ケ ザル 食肉 目 (番犬 ) コリ ー, セン トバ ー ナ ー ド @⑳ 偶 路 目 クー ドウ 。 プ ロン グ ホ ー ン 

⑱ 培 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ ⑧ 食 肉 目 (ペッ ト 犬 ) 二 ホ ン イ ヌ , チワ ワ ⑤ 偶 路 目 キリ ン , オカ ピ 
角 歯 月 トビ ネズ ミ 、 ヤ マネ ⑧ 食 肉 目 (野生 三 ) ディ ン ゴ , シャ ン パ リオ @ 偶 路 目 トナ カイ 

⑯ 歯 目 家 ネ ズミ 野 ネ ズミ 食肉 目 キツ ネ , ホッ キョ クギ ツネ @ 偶 路 目 シカ 

⑬ 才 歯 目 レミ シング, ビ ピー パー, ス 2 @⑯ 食 肉 目 オオ カミ 。 コヨーテ 5 偶 路 有 目 ラクダ, ラマ 

8 了 呆 上 の: 導 室生 食肉 目 アザ ラ シ 9 貧 歯 目 , 有 鱗 目 アリ クイ , セン ザン コウ 
⑯ 六 歯 目 ウサ ギ @⑯ 食 肉 目 セイ ウチ , オッ ト セ イ , トド @⑩ 海 牛 目 , 人 鯨 和 目 ジュ ゴン , ナガ スク ジラ 
⑳ 話 内 月 、 ゴー ダー ライ オペ @⑲ 奇 鷺 目 サイ , バク 人 目 イル カ , マッ コウ クジ ラ 
⑲ 廊 肉 目 トラ ⑩ 奇 踏 目 ウマ 概説 ⑱⑳ 有 袋 和 目 カン ガル ー, コア ラ 

⑲ 食 肉 目 ヒョウ , ジャ ガー ⑪ 奇 路 目 サラ ブレ ッ ト , ポニ ー @⑥ 有 袋 有 目 バン ディ クー ト , フク ロ ネ コ 
⑳⑩ 食 肉 目 ピューマ, ヤマ ネコ @⑫ 奇 踏 目 2 アパ 。 多 マ 用 マ @ 単 孔 目 カモ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 
隊 向 周二 ヨ @⑬ 岩 旬 目 、 長 鼻 目 イワ ダ ヌ キ , ゾウ 

OR TRS SR スグ の ⑲ 偶 路 目 カバ, ペッ カリ ー @⑯ 数 字 は 号 数 白き 数 字 は 既刊 
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